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もっと広がれ 地域の輪もっと広がれ 地域の輪

　高齢者の方たちが日常生活で感じるさまざまな「困
りごと」を、地域で支え合う仕組みづくりで解消しよう
とする「国東市地域支え合い活動推進事業」。平成28年
1月から、同事業のモデル地区として取り組んだ竹田津
地区と上国崎地区の活動をご紹介します。
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市制施行10周年特集 第2弾

お互いを支え合える 未来を目指して

2

　高齢化が進む国東市では、身体介護や生活援助といった支援を必要とし、介護サービスを利用してい
る方たちがたくさんいます。今後の年齢階級別人口伸び率の推移を見てみると、もっとも介護サービスを
必要とする85歳以上の世代が急増していきます。しかし、ホームヘルプサービスなど介護サービスを提
供する64歳以下のいわゆる現役世代は減少していくため、介護サービスを利用する側と提供する側のバ
ランスが崩れていく可能性があります。

　また、介護保険料は、国や県、国東市の負担と、40歳以上のみなさんからの保険料で賄う制度
のため、サービス利用者が増えて介護給付費が増加すれば、介護保険料も増加します。反対に、
元気な高齢者が増えれば、介護給付費が減少し、介護保険料の負担も少なくなります。また、医
療費などの社会保障費もあわせて抑えられると考えられます。
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いつまでも住み慣れた国東で明るくいきいきと暮らしていくために

■国東市の年齢階級別人口の伸び率の推移 ■平成27年の年齢階級別にみた介護サービス受給者数及び受給率
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　市は、高齢者のみなさんが健康で元気に日常生活を過ごしていただくことが大事だと考えてい

ます。そのために、「いきいきセルフケア教室」や「健康づくり応援教室」、「週一元気アップ教室」、

「元気高齢者健やかサロン事業」などの介護予防事業を実施しています。さらなる取り組みとして、

高齢者のみなさんが買い物や掃除、ゴミ出し、調理などの日常生活で感じている「困りごと」を「互

助」の力を活用することで、解消できないかと考えました。

■ 国東市の取り組み

　いつまでも住み慣れた地域で明るくいきいきと暮らしていける仕組みづくりができれば、高齢

者の方たちが日常生活で感じる「困りごと」を解消できると考えました。そのために、地域や社会

福祉協議会と連携して地域で支え合う仕組みをつくる「国東市地域支え合い活動推進事業」に取

り組むことにしました。

■ 「困りごと」の解消

　国東市では、「国東市地域支え合い活動推進事

業」に取り組むにあたり、モデル地区専属の職員

として「地域支え合い推進員（社協職員）」を
配置しました。そして、地域支え合い推進員は、

モデル地区を担当し、地域の支え合う仕組みづ

くりを一緒に考えていきました。

■ 地域支え合い推進員2名の配置
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　この事業に取り組むモデル地区を小学校区単位で高齢化率が50％を超す地区の中から選定し、

国見町の竹田津地区と国東町の上国崎地区に決定しました。

■ 国東市地域支え合い活動推進事業を実施する地区の選定

竹田津地区　人口1,024 人　高齢化率 53％
（平成28年4月1日現在）

地　区 高齢化率 人　口 65歳以上

西方寺 58％ 94 55

岡 54％ 217 118

国見浦手 50％ 313 159

鬼籠 53％ 182 98

櫛海 52％ 218 114

計 平均53％ 1,024 544

上国崎地区　人口 491人　高齢化率 54％
（平成28年4月1日現在）

地　区 高齢化率 人　口 65歳以上

成仏 62％ 80 50

下成仏 70％ 72 51

見地 46％ 180 83

中田 53％ 159 85

計 平均54％ 491 269

モデル地区の概要

竹田津地区  松本博晃 さん 上国崎地区  金澤里美 さん
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先進地視察（竹田市）

暮らしを考える会の設立

地域住民・社協・市との意見交換会

生活支援講演会を開催

　竹田津地区と上国崎地区の中から有志を募

り、竹田市に先進地視察に行きました。そして、

地域住民によるお互いの支え合い活動を行って

いる「暮らしのサポートセンター・りんどう」の

みなさんと、具体的な活動内容や設立までの経

過、支援者と利用者の声などを聞きました。

　国東市地域支え合い活動推進事業に賛同し

積極的に取り込む意思のある地域の代表や民

生委員を中心に有志で、竹田津地区は「活力

ある竹田津地区の暮らしを考える会」、上国

崎地区は「あらたに会」を設立しました。

　国東市と社会福祉協議会は、竹田津地区と上

国崎地区のみなさんと地域学習会を開催し、こ

れから取り組もうとする「国東市地域支え合い

活動推進事業」について意見交換をしました。

　NPO法人市民福祉団体全国協議会の田中尚

輝専務理事から、介護・医療・福祉の制度の

国の動向等を中心に、これから住民同士の支

え合いがいかに大切になってくるかの講演を

受け、地域で支え合う仕組みづくりを確認し

ました。

　竹田津地区と上国崎地区のみなさんが、国東市地域支え合い活動推進事業を実施するまでの取
り組みをご紹介します。

国東市地域支え合い活動推進事業実施への道のり

モデル地区のこれまでの取り組み

平成28年

1 月 地域住民・社協・市との意見交換会

3 月
先進地視察（竹田市）
生活支援講演会を開催

4 月 暮らしを考える会の設立

5 月 「暮らしを考える勉強会」開始

6 月 「暮らしを考える勉強会」終了

7 月 「ニーズ調査」の開始

8 月 先進地視察（佐賀県外）

9 月 「ニーズ調査」の集計・検証

10 月 事業の試験的実施

11 月 具体的な活動計画作成

12 月 具体的な活動開始
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参加者から、「地区に気軽に立ち寄れる居場所が必要ではないか」という声が
大きくなりました。

5

6

7

8

9

「暮らしを考える勉強会」の開催

「ニーズ調査」の実施

先進地視察（佐賀県外）

「ニーズ調査」の集計・検証

事業の試験的実施・活動計画の作成

　地域で支え合うため必要な移動支援やコ

ミュニケーションの取り方などの知識を、7回

にわたり学びました。また、勉強会に参加し

ていない方にも勉強会の様子を知ってもらう

ため、毎回会報紙を作成して地区全体に配布

を行いました。

　勉強会に参加した方だけではなく地域全体

の声を聴くために、会員がそれぞれの地区で

1軒1軒訪問し、聞き取り調査を行いました。

これまで会員が区の集まりや地域行事で地道

に周知を行ってきたことで、調査は順調に進

みました。

　佐賀県の「中原たすけあいの会」をはじ

め、地域で居場所づくりを実践している多

くの先進地に視察に行き、円滑な運営をす

るための工夫を学びました。

　上国崎地区は「あらたにふれあい館」（旧上国崎幼稚園）、竹田津地区は「竹田津地区公民館」で健康づく

りのための体操やゲーム、昼食の提供、会場までの移動支援を実施しました。

　その中で分かった運営上の問題を洗い出し、12月からの実施を決定しました。

　上国崎地区は204世帯

（409名）の地区住民全員

から、竹田津地区は396

世帯（748名）の84.2％の

方からいただいた意見を

集計しました。

実 施

①居場所づくり

②生活支援

③移動・外出支援
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10月14日

6

外から見たモデル地区

　大分大学工学部の14名の学生が、地域で支え合う仕組みづくりをしている上国崎地区を10月
14日と15日の2日間訪れました。

この発表会で

提案された「空き家の活用や他地域

から人を呼べるイベントの開催」

などの意見も、上国崎地区の

国東市地域支え合い活動推進事業に

取り入れられました。

　大分大学工学部の学生は、4班に分か

れて上国崎地区内を散策し、地元の人と

ふれあいながら、上国崎地区の中にある

活用できる資源を探りました。

　大分大学工学部の学生は、地元の方

達とグランドゴルフで交流した後、地域

で支え合う仕組みづくりの拠点となる

「あらたにふれあい館」を視察し、施設

の利用しやすくなる方法を探りました。

　大分大学工学部の学生は、交流してから3週間後、「上国崎地区の魅力再発見 まち

づくり提案発表会」を上国崎地区公民館で開催しました。

　学生は、2日間の滞在中に感じた上国崎地区の魅力、活用できる資源、拠点施設となる「あらたにふ

れあい館」を有効に利用するための改

善策を提案しました。

　発表会に集まった地元の方達は、学

生が語る上国崎地区の魅力に熱心に

耳を傾けていました。

11月7日

10月15日
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　高齢社会が進む中で、高齢者の孤
立が深刻になっていきます。高齢者
にとって必要なのは、「居場所」と「出

番」です。人は「出番」があれば「生きがい」につながります。
「支え合い」の中で、お互いの足りない部分を補っていき、
しかも、保・幼・小学校との交流を深めながら多世代交流
の地域づくりにつなげていきたいと考えています。

　設立までに一番嬉しかった
ことは、聞き取り調査で地
区の方に協力していただき、

100％の地区民の意見をまとめることができた
ことです。これからは、支えられる人も支える
人もみんなで楽しめるように取り組んでいきた
いと考えています。

　竹田津地区と上国崎地区の2地区の結論は、まず地域にみんなで集まれる居場所をつくり、人が多く
集まることで「地域で支え合う仕組みをつくる」ことでした。2地区がこれから創り出そうとする「国東市
地域支え合い活動推進事業」をご紹介します。

私達が創ろうとする「地域で支え合う仕組みづくり」

国東市地域支え合い活動推進事業が始まるにあたって

地区名

竹田津地区 上国崎地区

名称 竹田津くらしのサポートセンター「かもめ」 サポートセンター「あらたにカフェ」

対象地域 竹田津地区全域 上国崎地区全域

居場所 竹田津地区公民館 あらたにふれあい館

コミュニティ
カフェ

開催日時：毎月第 2・第 4 火・水・木曜日
の午後 1時～午後 3 時
利用者：どなたでも利用可能
おもてなし：美味しいコーヒーあります。

開催日時：毎月第 1～第 4 の火・水・木・
金曜日の午前 9 時～正午
利用者：どなたでも利用可能
おもてなし：美味しいコーヒーあります。

手作りランチ
サービス日

開催日時：毎月第 2、第 4木曜日の
午前10時～午後１時（有料・要予約）

特典：利用した方には、自宅から公民館
までの送迎等の実施を考えています。

開催日時：毎月第1、第3木曜日の
午前9時～午後3時（有料・要予約）

特典：利用した方には、自宅からあらたに
ふれあい館までの送迎等の実施を考えて
います。

設立総会 12 月 17 日 12 月 3 日

※事業の内容は、実施していく中で見直し・発展していくので、確定したものではありません。

竹田津地区と上国崎地区の2地区で始まった住民主体の「国東市地域支え合い活動推
進事業」が、地域の支え合う仕組みづくりとして、市内全域に広がっていき、高齢
化が進む国東市で、「いつまでも住み慣れた地域で明るくいきいきと暮らしていける」
状況が続いていくことを願っています。

竹田津地区 会長

坂 口 弘 道 さん

上国崎地区 会長

野 田 敏  さん
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事
故

ゼ
ロ
１
０
、
０
０
０
日
を
達
成
し
、

交
通
事
故
抑
止
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人

大
分
県
交
通
安
全
協
会

国
東
支
部
豊
崎
分
会

栗
原

　正
英

　分
会
長

　永
年
に
わ
た
り
地
域
に
住
む

全
て
の
住
民
の
健
康
づ
く
り
活

動
に
携
わ
り
、
社
会
福
祉
、
保
健

衛
生
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

国
東
町
吉
木
愛
育
班

田
口

　友
恵

　班
長

　永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
︵
旧
・
体
育
指
導
委
員
︶
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
育
成
に
携
わ

り
、
社
会
体
育
の
振
興
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
島
　
長
年  

さ
ん

国
東
町
小
原

　公
益
の
た
め
国
東
市
に
対
し

て
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市

政
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

馬
場
　
典
子  

さ
ん

国
東
町
鶴
川

　第
41
回
全
日
本
愛
瓢
会
展
示
会

に
お
い
て
最
高
賞
と
な
る
﹁
名
誉

総
裁
秋
篠
宮
賞
﹂
を
受
賞
し
、

市
民
の
誇
り
と
な
る
優
れ
た
成

果
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田
　
博
光  

さ
ん

武
蔵
町
池
ノ
内

　第
17
回
全
日
本
選
抜
還
暦
軟
式

野
球
大
会
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
と

し
て
２
度
目
と
な
る
準
優
勝
を
果

た
し
、
市
民
の
誇
り
と
な
る
優
れ

た
成
果
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
見
シ
ル
バ
ー

丸
井

　一
二

　副
会
長

　公
益
の
た
め
国
東
市
に
対
し

て
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市

政
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

松
本
　
智
惠
美  

さ
ん

国
東
町
小
原

▲受賞者代表謝辞を述べる吉田博光さん
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長
年
の
功
績
と
貢
献
を
た
た
え
て

長
年
の
功
績
と
貢
献
を
た
た
え
て

国
東
市
文
化
の
日
表
彰

　平
成
28
年
度
国
東
市
文
化
の
日
表
彰
式
が
11
月
３
日
、
ホ
テ
ル
ベ
イ
グ
ラ
ン
ド
国
東
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
る
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
方
々
に
功
労
表
彰
が
、
市
の
公
益
の
た
め

に
寄
贈
さ
れ
た
方
に
善
行
表
彰
が
、
市
民
の
栄
誉
と
な
る
優
れ
た
成
果
を
収
め
た
方
に
栄
誉
章
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
社
会
に
お
い
て
模
範
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
る

方
々
に
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰

功
労
表
彰

善
行
表
彰

善
行
表
彰

栄
誉
章
表
彰

栄
誉
章
表
彰

感
謝
状

感
謝
状

　永
年
に
わ
た
り
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
﹁
国
見
歌
舞
伎
﹂
を
保

存
・
伝
承
す
る
た
め
に
精
力
的
な

活
動
を
し
、
文
化
の
振
興
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

国
見
歌
舞
伎
保
存
会

堀
田

　一
則

　会
長

　公
益
の
た
め
国
東
市
に
対
し

て
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市

政
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

株
式
会
社
デ
ン
ケ
ン

佐
藤

　英
夫

　専
務
取
締
役

　永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
施

設
に
お
い
て
入
所
者
へ
の
﹁
も
ち

米
﹂
提
供
に
取
組
み
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。 小

串
　
　
巖  

さ
ん

国
見
町
野
田

　永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

施
設
に
お
い
て
入
所
者
へ
の

習
字
指
導
に
取
組
み
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

森
部
　
武
彦  

さ
ん

国
見
町
岐
部

功
労
表
彰

功
労
表
彰

　永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
運
動

を
普
及
啓
発
し
て
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
１
５
、
０
０
０
日
を
達
成
し
、

交
通
事
故
抑
止
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人

大
分
県
交
通
安
全
協
会

国
東
支
部
中
武
蔵
分
会

井
ノ
口

　喜
美
夫

　分
会
長

　永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
運
動

を
普
及
啓
発
し
て
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
１
０
、
０
０
０
日
を
達
成
し
、

交
通
事
故
抑
止
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人

大
分
県
交
通
安
全
協
会

国
東
支
部
豊
崎
分
会

栗
原

　正
英

　分
会
長

　永
年
に
わ
た
り
地
域
に
住
む

全
て
の
住
民
の
健
康
づ
く
り
活

動
に
携
わ
り
、
社
会
福
祉
、
保
健

衛
生
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

国
東
町
吉
木
愛
育
班

田
口

　友
恵

　班
長

　永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
︵
旧
・
体
育
指
導
委
員
︶
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
育
成
に
携
わ

り
、
社
会
体
育
の
振
興
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
島
　
長
年  

さ
ん

国
東
町
小
原

　公
益
の
た
め
国
東
市
に
対
し

て
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市

政
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

馬
場
　
典
子  

さ
ん

国
東
町
鶴
川

　第
41
回
全
日
本
愛
瓢
会
展
示
会

に
お
い
て
最
高
賞
と
な
る
﹁
名
誉

総
裁
秋
篠
宮
賞
﹂
を
受
賞
し
、

市
民
の
誇
り
と
な
る
優
れ
た
成

果
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田
　
博
光  

さ
ん

武
蔵
町
池
ノ
内

　第
17
回
全
日
本
選
抜
還
暦
軟
式

野
球
大
会
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
と

し
て
２
度
目
と
な
る
準
優
勝
を
果

た
し
、
市
民
の
誇
り
と
な
る
優
れ

た
成
果
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
見
シ
ル
バ
ー

丸
井

　一
二

　副
会
長

　公
益
の
た
め
国
東
市
に
対
し

て
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市

政
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

松
本
　
智
惠
美  

さ
ん

国
東
町
小
原

▲受賞者代表謝辞を述べる吉田博光さん
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　永
年
に
わ
た
り
安
岐
小
学
校
児

童
の
登
下
校
見
守
り
活
動
を
下
原

老
人
ク
ラ
ブ
シ
ル
バ
ー
隊
を
結
成

し
て
取
組
み
、
社
会
秩
序
の
安
定

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉

　匡
四
郎  

さ
ん

安
岐
町
下
原

　永
年
に
わ
た
り
県
道
交
差
点

付
近
の
草
刈
り
作
業
に
取
り
組

み
、
環
境
美
化
等
社
会
生
活
の
向

上
と
併
せ
て
交
通
安
全
等
社
会

秩
序
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。 

郷
司

　
　直 

さ
ん

国
東
町
下
成
仏

　永
年
に
わ
た
り
地
元
神
社
祭

典
の
神
楽
舞
や
後
継
者
育
成
に

取
組
み
、
文
化
の
振
興
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内

　
　弘  

さ
ん

国
東
町
来
浦

　永
年
に
わ
た
り
公
民
館
学
級
の

コ
ー
ラ
ス
や
健
康
体
操
を
指
導

し
、
教
育
等
文
化
の
振
興
発
展
と

保
健
衛
生
等
社
会
生
活
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

友
成

　眞
子 

さ
ん

安
岐
町
富
清

　永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
施

設
に
お
い
て
舞
踊
や
歌
を
披
露

す
る
慰
問
活
動
に
取
組
み
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

中
島

　澄
江  

さ
ん

国
見
町
伊
美

　永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

員
と
し
て
地
域
の
交
通
安
全
指
導

に
取
組
み
、
社
会
秩
序
の
安
定
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

清
末

　
　實 

さ
ん

国
東
町
鶴
川

　永
年
に
わ
た
り
国
指
定
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
﹁
吉
弘
楽
﹂

の
楽
人
と
し
て
活
躍
し
、
引
退
後

は
指
導
者
と
し
て
後
継
者
の
育

成
に
尽
力
し
、
文
化
の
振
興
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

清
原

　承
嗣  

さ
ん

武
蔵
町
吉
広

　永
年
に
わ
た
り
国
指
定
史
跡

﹁
鬼
塚
古
墳
﹂
周
辺
の
環
境
美
化
に

取
り
組
み
、
文
化
の
振
興
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

西
中
鬼
塚
か
な
め
塾

池
田
芳
夫

　塾
長

　永
年
に
わ
た
り
安
岐
町
下
原

７
区
公
民
館
周
辺
の
環
境
美
化

に
取
組
み
、
社
会
生
活
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

永
松

　久
治  

さ
ん

安
岐
町
下
原

　永
年
に
わ
た
り
地
元
に
伝
わ

る
地
蔵
の
保
存
活
動
や
御
堂
周

辺
の
環
境
美
化
に
取
組
み
、
社
会

生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

堂
守

　三
治 

さ
ん

武
蔵
町
糸
原

感
謝
状

感
謝
状

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
等

秋
の
叙
勲
等

長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
国
東
市
か
ら
次
の
方
が
受
章
・
受
賞
し
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

元
国
見
町
長

金
山  

尚
學
さ
ん

 

（
国
見
町
櫛
海
）

　国
見
町
役
場
に
25
年
間
勤
務
後
、

平
成
８
年
２
月
の
国
見
町
長
選
挙
で

初
当
選
し
、
３
期
約
10
年
１
ヶ
月
務

め
、
国
東
市
の
地
方
自
治
の
発
展
等

に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

●
コ
メ
ン
ト

　「
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
地
域
振
興
の

た
め
に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
少
し
で
も
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。」

元
東
国
東
郡
医
師
会
長

福
田
　 

栄
さ
ん

 

（
国
東
町
田
深
）

　代
々
続
く
病
院
を
継
い
で
産
婦
人

科
を
新
設
し
、
出
産
環
境
の
整
備
に

尽
力
す
る
傍
ら
、
平
成
２
年
か
ら
は

東
国
東
郡
医
師
会
の
会
長
を
務
め
、

国
東
市
の
地
域
医
療
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

●
コ
メ
ン
ト

　「
こ
れ
ま
で
、
３
７
０
０
名
を
超
え
る
新
し
い
命
を
取
り
上
げ
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
婦

人
科
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
福
祉
と
医

療
の
面
で
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」

元
国
東
町
収
入
役

幡
東  

亀
昌
さ
ん 

（
国
東
町
綱
井
）

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

●
コ
メ
ン
ト

　「
こ
れ
ま
で
お
支
え
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
、
い
た
だ
い
た
章
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。」

　国
東
町
役
場
に
30
年
間
勤
務
後
、
昭
和
57
年
６

月
か
ら
国
東
町
収
入
役
を
２
期
８
年
間
務
め
、
国

東
市
の
地
方
自
治
の
発
展
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

元
国
東
市
消
防
司
令
長

井
門  

豊
彦
さ
ん 

（
安
岐
町
西
本
）

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

●
コ
メ
ン
ト

　「
支
え
い
た
だ
い
た
国
東
市
と
姫
島
村
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
、
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ

け
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。」

　国
東
市
消
防
長
な
ど
を
務
め
、
40
年
間
に
わ

た
り
消
防
業
務
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

元
神
奈
川
県
警
部

荒
木  

成
機
さ
ん 

（
安
岐
町
掛
樋
）

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

●
コ
メ
ン
ト

　「
地
元
を
離
れ
て
勤
務
し
た
神
奈
川
県
で
、
こ

の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
帰
郷
し
て
２
年
、
早
く
地
域
に
溶
け

込
み
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　神
奈
川
県
警
の
警
察
官
と
し
て
38
年
間
、
治
安

維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

大
分
県
功
労
者
表
彰

各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
、
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　国
東
市
議
会
副
議
長
な
ど
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
、
国
東
市
の

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

【
地
方
自
治
】
丸
小
野  

宣
康
さ
ん 

（
国
見
町
岐
部
）

　大
分
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
副
理
事
長
な
ど
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
業
界
の
発
展
と
生
活
衛

生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
生
活
環
境
衛
生
】
松
村  

泰
弘
さ
ん 

（
安
岐
町
塩
屋
）

　国
東
市
商
工
会
副
会
長
な
ど
と

し
て
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
商
工

業
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

【
商
工
労
働
】

徳
部  

傳
造
さ
ん 

（
安
岐
町
中
園
）

　国
東
半
島
地
区
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
会
長
な
ど
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
同
競
技
の
振
興
と

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
ス
ポ
ー
ツ
】
池
田  

一
彌
さ
ん 

（
国
東
町
富
来
）
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　永
年
に
わ
た
り
安
岐
小
学
校
児

童
の
登
下
校
見
守
り
活
動
を
下
原

老
人
ク
ラ
ブ
シ
ル
バ
ー
隊
を
結
成

し
て
取
組
み
、
社
会
秩
序
の
安
定

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉

　匡
四
郎  

さ
ん

安
岐
町
下
原

　永
年
に
わ
た
り
県
道
交
差
点

付
近
の
草
刈
り
作
業
に
取
り
組

み
、
環
境
美
化
等
社
会
生
活
の
向

上
と
併
せ
て
交
通
安
全
等
社
会

秩
序
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。 

郷
司

　
　直 

さ
ん

国
東
町
下
成
仏

　永
年
に
わ
た
り
地
元
神
社
祭

典
の
神
楽
舞
や
後
継
者
育
成
に

取
組
み
、
文
化
の
振
興
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内

　
　弘  

さ
ん

国
東
町
来
浦

　永
年
に
わ
た
り
公
民
館
学
級
の

コ
ー
ラ
ス
や
健
康
体
操
を
指
導

し
、
教
育
等
文
化
の
振
興
発
展
と

保
健
衛
生
等
社
会
生
活
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

友
成

　眞
子 

さ
ん

安
岐
町
富
清

　永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
施

設
に
お
い
て
舞
踊
や
歌
を
披
露

す
る
慰
問
活
動
に
取
組
み
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

中
島

　澄
江  

さ
ん

国
見
町
伊
美

　永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

員
と
し
て
地
域
の
交
通
安
全
指
導

に
取
組
み
、
社
会
秩
序
の
安
定
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

清
末

　
　實 

さ
ん

国
東
町
鶴
川

　永
年
に
わ
た
り
国
指
定
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
﹁
吉
弘
楽
﹂

の
楽
人
と
し
て
活
躍
し
、
引
退
後

は
指
導
者
と
し
て
後
継
者
の
育

成
に
尽
力
し
、
文
化
の
振
興
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

清
原

　承
嗣  

さ
ん

武
蔵
町
吉
広

　永
年
に
わ
た
り
国
指
定
史
跡

﹁
鬼
塚
古
墳
﹂
周
辺
の
環
境
美
化
に

取
り
組
み
、
文
化
の
振
興
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

西
中
鬼
塚
か
な
め
塾

池
田
芳
夫

　塾
長

　永
年
に
わ
た
り
安
岐
町
下
原

７
区
公
民
館
周
辺
の
環
境
美
化

に
取
組
み
、
社
会
生
活
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

永
松

　久
治  

さ
ん

安
岐
町
下
原

　永
年
に
わ
た
り
地
元
に
伝
わ

る
地
蔵
の
保
存
活
動
や
御
堂
周

辺
の
環
境
美
化
に
取
組
み
、
社
会

生
活
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

堂
守

　三
治 

さ
ん

武
蔵
町
糸
原

感
謝
状

感
謝
状

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
等

秋
の
叙
勲
等

長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
国
東
市
か
ら
次
の
方
が
受
章
・
受
賞
し
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

元
国
見
町
長

金
山  
尚
學
さ
ん

 

（
国
見
町
櫛
海
）

　国
見
町
役
場
に
25
年
間
勤
務
後
、

平
成
８
年
２
月
の
国
見
町
長
選
挙
で

初
当
選
し
、
３
期
約
10
年
１
ヶ
月
務

め
、
国
東
市
の
地
方
自
治
の
発
展
等

に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

●
コ
メ
ン
ト

　「
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
地
域
振
興
の

た
め
に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
少
し
で
も
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。」

元
東
国
東
郡
医
師
会
長

福
田
　 

栄
さ
ん

 

（
国
東
町
田
深
）

　代
々
続
く
病
院
を
継
い
で
産
婦
人

科
を
新
設
し
、
出
産
環
境
の
整
備
に

尽
力
す
る
傍
ら
、
平
成
２
年
か
ら
は

東
国
東
郡
医
師
会
の
会
長
を
務
め
、

国
東
市
の
地
域
医
療
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

●
コ
メ
ン
ト

　「
こ
れ
ま
で
、
３
７
０
０
名
を
超
え
る
新
し
い
命
を
取
り
上
げ
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
婦

人
科
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
福
祉
と
医

療
の
面
で
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」

元
国
東
町
収
入
役

幡
東  

亀
昌
さ
ん 

（
国
東
町
綱
井
）

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

●
コ
メ
ン
ト

　「
こ
れ
ま
で
お
支
え
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
、
い
た
だ
い
た
章
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。」

　国
東
町
役
場
に
30
年
間
勤
務
後
、
昭
和
57
年
６

月
か
ら
国
東
町
収
入
役
を
２
期
８
年
間
務
め
、
国

東
市
の
地
方
自
治
の
発
展
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

元
国
東
市
消
防
司
令
長

井
門  

豊
彦
さ
ん 

（
安
岐
町
西
本
）

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

●
コ
メ
ン
ト

　「
支
え
い
た
だ
い
た
国
東
市
と
姫
島
村
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
、
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ

け
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。」

　国
東
市
消
防
長
な
ど
を
務
め
、
40
年
間
に
わ

た
り
消
防
業
務
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

元
神
奈
川
県
警
部

荒
木  

成
機
さ
ん 

（
安
岐
町
掛
樋
）

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

●
コ
メ
ン
ト

　「
地
元
を
離
れ
て
勤
務
し
た
神
奈
川
県
で
、
こ

の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
帰
郷
し
て
２
年
、
早
く
地
域
に
溶
け

込
み
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　神
奈
川
県
警
の
警
察
官
と
し
て
38
年
間
、
治
安

維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

大
分
県
功
労
者
表
彰

各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
、
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　国
東
市
議
会
副
議
長
な
ど
と
し

て
、
永
年
に
わ
た
り
、
国
東
市
の

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

【
地
方
自
治
】
丸
小
野  

宣
康
さ
ん 

（
国
見
町
岐
部
）

　大
分
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
副
理
事
長
な
ど
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
業
界
の
発
展
と
生
活
衛

生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
生
活
環
境
衛
生
】
松
村  

泰
弘
さ
ん 

（
安
岐
町
塩
屋
）

　国
東
市
商
工
会
副
会
長
な
ど
と

し
て
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
商
工

業
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

【
商
工
労
働
】

徳
部  

傳
造
さ
ん 

（
安
岐
町
中
園
）

　国
東
半
島
地
区
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
会
長
な
ど
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
同
競
技
の
振
興
と

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
ス
ポ
ー
ツ
】
池
田  

一
彌
さ
ん 

（
国
東
町
富
来
）
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世界農業遺産認定３周年記念
「国東半島宇佐地域世界農業遺産シンポジウム」開催

　世界農業遺産認定から3年が経った今、さらなる活性化のため、
「国東半島宇佐地域世界農業遺産シンポジウム」が１１月１日（火）、
アストくにさきで開催されました。シンポジウムの前には、世界農業
遺産旭日プロジェクトとくにさき七島藺振興会の現地視察も行われ
ました。
　基調講演では、総合地球環境学研究所の阿部健一教授が、「世界
農業遺産『が』期待するもの」と題して、世界農業遺産の価値は認定
地域によって決まっていくと話しました。続いてのパネルディスカッ
ションでは、女性パネリストが「女性視点での世界農業遺産の活用」
について、「つながり」をキーワードに議論を展開しました。

▲くにさき七島藺学舎

▲あいさつする大野会長▲あいさつする大野会長

▲旭日プロジェクト ▲阿部健一教授の基調講演 ▲パネルディスカッション

　10月27日、国東町安国寺の常緑果樹研究所跡
地の国東市農業団地で、キュウセツＡＱＵＡ 国東
オリーブ農園竣工式典が開催されました。式典で
は、キュウセツＡＱＵＡ株式会社（本社福岡市）の
大野博通代表取締役会長と三河明史市長が、最初
の一本を植樹しました。同社の使用面積は17ヘク
タールで、今回整備したのは15ヘクタールで約
3,200本を定植していきます。残りの農地は、
子会社がミニトマトの栽培や、レストランを建設
する計画もあります。大野会長は、「上下水道施設

を50年間維持管理してきましたが、事業拡大と地
域貢献、社会貢献を考え、国東市の農業団地に参
入しました。会社方針として、やるからには日本
一を目指して、ゆくゆくはこの農園で1万本のオ
リーブを栽培したい。」と話していました。
　なお、市内のオリーブ栽培面積は、全生産者合
せて8ヘクタール（平成27年実績）ですが、キュウ
セツＡＱＵＡの参入により一挙に3倍程度になる
見込みです。

農政ニュース

キュウセツＡＱＵＡ  国東オリーブ農園竣工記念式典
ア ク ア

くにさきアートフェスタ２０１６  ダイジェストくにさきアートフェスタ２０１６  ダイジェスト

　国
見
町
の
向
田
海
岸
に
あ
る
喫
茶

店
﹁
こ
と
り
﹂
周
辺
で
、﹁
海
辺
の
文
化

祭
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
に
７

店
舗
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
３
店
舗

の
出
店
が
あ
り
、
来
場
し
た
み
な
さ

ん
は
、
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
穏
や
か

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

海
辺
の
文
化
祭

海
辺
の
文
化
祭

10
月
１
日

　国
見
町
の
岐
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

説
教
壇
で
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

雨
で
教
会
内
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
バ
オ
バ
ブ
の
澄
み
き
っ

た
歌
声
が
会
場
内
を
包
み
込
み
ま

し
た
。

ペ
ト
ロ
の
森

　ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

ペ
ト
ロ
の
森

　ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
22
日

　国
見
町
伊
美
の
﹁
イ
ミ
テ
ラ
ス
﹂

で
、
知
的
障
が
い
・
身
体
障
が
い
の
あ

る
作
家
が
既
存
の
美
術
文
化
に
囚
わ

れ
る
こ
と
な
く
創
作
し
た
作
品
を
集

め
た
展
示
会
が
あ
り
ま
し
た
。
22
日
に

は
、
特
別
企
画
と
し
て
、
画
家
の
二
宮

圭
一
さ
ん
が
監
督
し
た
﹁
日
常
〜

め
ぶ
き
園
を
訪
ね
て
〜
﹂
の
上
映
会

と
監
督
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ア
ー
ト・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

ア
ー
ト・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

10
月
17
〜
23
日

　ア
ー
ト
ツ
ア
ー
や
催
し
物
に
合
わ
せ

て
、岐
部
で
は
お
漬
物
や
ぜ
ん
ざ
い
、千

灯
で
は
石
垣
も

ち
、
成
仏
で
は

名
物
ピ
ザ
な
ど

の
お
せ
っ
た
い

を
振
る
舞
い
ま

し
た
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

お
せ
っ
た
い

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

お
せ
っ
た
い

　国
東
町
の
成
仏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
朝
風
心
愛
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
あ
い

に
く
の
雨
の
中
で
し
た
が
、
今
年
は

天
気
に
恵
ま
れ
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ラ
イ

フ
ハ
ウ
ス
か
ら
の
光
に
包
ま
れ
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ラ
イ
フ

コ
ン
サ
ー
ト

ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ラ
イ
フ

コ
ン
サ
ー
ト

　９月末から11月にかけて、市内各所で「くにさきアートフェスタ２０１６」のイベントが開催されました。

　国東半島芸術祭で設置された作品と関わった人達が中心となり、「文化・芸術によるまちづくりの推

進」を合言葉に、市内の各種団体が連携して昨年から始まったものです。

　今年も、様々な視点からアートを切り取ったイベントがたくさん開催されました。その中から、一部の

イベントをご紹介します。
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くにさきアートフェスタ２０１６  ダイジェストくにさきアートフェスタ２０１６  ダイジェスト

　国
見
町
の
向
田
海
岸
に
あ
る
喫
茶

店
﹁
こ
と
り
﹂
周
辺
で
、﹁
海
辺
の
文
化

祭
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
に
７

店
舗
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
３
店
舗

の
出
店
が
あ
り
、
来
場
し
た
み
な
さ

ん
は
、
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
穏
や
か

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

海
辺
の
文
化
祭

海
辺
の
文
化
祭

10
月
１
日

　国
見
町
の
岐
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

説
教
壇
で
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

雨
で
教
会
内
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
バ
オ
バ
ブ
の
澄
み
き
っ

た
歌
声
が
会
場
内
を
包
み
込
み
ま

し
た
。

ペ
ト
ロ
の
森

　ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

ペ
ト
ロ
の
森

　ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
22
日

　国
見
町
伊
美
の
﹁
イ
ミ
テ
ラ
ス
﹂

で
、
知
的
障
が
い
・
身
体
障
が
い
の
あ

る
作
家
が
既
存
の
美
術
文
化
に
囚
わ

れ
る
こ
と
な
く
創
作
し
た
作
品
を
集

め
た
展
示
会
が
あ
り
ま
し
た
。
22
日
に

は
、
特
別
企
画
と
し
て
、
画
家
の
二
宮

圭
一
さ
ん
が
監
督
し
た
﹁
日
常
〜

め
ぶ
き
園
を
訪
ね
て
〜
﹂
の
上
映
会

と
監
督
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ア
ー
ト・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

ア
ー
ト・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

10
月
17
〜
23
日

　ア
ー
ト
ツ
ア
ー
や
催
し
物
に
合
わ
せ

て
、岐
部
で
は
お
漬
物
や
ぜ
ん
ざ
い
、千

灯
で
は
石
垣
も

ち
、
成
仏
で
は

名
物
ピ
ザ
な
ど

の
お
せ
っ
た
い

を
振
る
舞
い
ま

し
た
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

お
せ
っ
た
い

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

お
せ
っ
た
い

　国
東
町
の
成
仏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
朝
風
心
愛
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
あ
い

に
く
の
雨
の
中
で
し
た
が
、
今
年
は

天
気
に
恵
ま
れ
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ラ
イ

フ
ハ
ウ
ス
か
ら
の
光
に
包
ま
れ
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ラ
イ
フ

コ
ン
サ
ー
ト

ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ラ
イ
フ

コ
ン
サ
ー
ト

　９月末から11月にかけて、市内各所で「くにさきアートフェスタ２０１６」のイベントが開催されました。

　国東半島芸術祭で設置された作品と関わった人達が中心となり、「文化・芸術によるまちづくりの推

進」を合言葉に、市内の各種団体が連携して昨年から始まったものです。

　今年も、様々な視点からアートを切り取ったイベントがたくさん開催されました。その中から、一部の

イベントをご紹介します。
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問合先

▲

福祉課　総務係　☎0978-72-5164

氏　名 担当地区
国見地区（21人）

国東地区北（25人）

国東地区南（25人）

安岐地区（31人）

武蔵地区（17人）

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区
吉本　泰樹

長木　博子

舛永　恵子
髙井　明德

池田　文政

佐藤　容子

中田

岩屋

赤松

横手

行入

主任児童委員

花木　智子

田邉　敏行

佐木　惠子

䑓　隆道

四丸　德

幸松　義一

中磨　則子

田城　久寿美

三井寺・志和利

成吉・今市

手野下・手野上

吉広下・吉広上

麻田下・麻田上・狭間

丸小野下・丸小野上

主任児童委員

主任児童委員

谷林　直美

小野　幸夫

渕上　多美子

平山　まき子

髙木　六郎

田邉　郁朗

伊東　武士

重光　明

河野　常雄

渡邉　美惠子

小野　香子

亀谷　光一郎

小串　功

宮田　弘文

小川　治

櫻井　章

尾立　賢一

辰巳　典子

矢野　クニ子

高山　三知恵

宇佐野　親子

軸丸　和典

尾立　光弘

津山　まき子

橋本　法子

髙橋　誠一

髙橋　孝子

宮脇　春代

市原　冨士子

河野　凉子

荒木　康子

両子

富永

恒清

糸永

諸田・中野

小俣・久末

弁分

矢川・天堤

山浦・掛樋

油留木

吉松本谷

吉松前谷・美濃辺

瀬戸田上・西小川

瀬戸田下・東小川

成久・蔦巻

中園

馬場

安岐向陽台・下原西

下原上

下原港

下原中

下原下

下原北

塩屋第一

塩屋第二

大添・みかん山

山口

下山口

西本

主任児童委員

主任児童委員

有馬　孝

青山　岩雄

重吉　洋子

髙橋　訓信

安松　和代

能武　佳一郎

一丸　久子

利行　千尋
野花　球三

村上　信代

北村　いつ

鹿島　幹男

三浦　むつ子

大谷　富子

上野　千惠子

鎌田　　明

髙橋　章

栗林　喜代美

鹿島　健太郎

清原　正義

矢島　美智

山本　不二子

神田　京子

鹿島　清子

吉田　敬子

田深

田深

田深

北江

吉木・新栄

川原・上立

原・山吹

安国寺

安国寺

今在家

今在家

興導寺

興導寺

興導寺

興導寺

小原

小原

黒津

上小原

上治郎丸

下治郎丸

綱井

重藤

主任児童委員

主任児童委員

小野　弓子

竹田津　サザ

藤原　アサミ

禿末　郁子

松坂　義正

安藤　秋生

芹川　光弘

井手畑　政明

安藤　利明

岩本　庄市

藤本　節子

藏本　和美

岐部　小夜子

安西　照代

西畑　文博

森廣　義和
溝井　浩二

永井　俊道

猪野　美惠子

峯　榮揮

岐部　悦子

西方寺

岡

国見浦手

鬼籠

櫛海

赤根

千燈

野田・新涯

西中・東中

川西

浜中

本城

上櫛来

下櫛来・古江

上・中岐部

下岐部

小熊毛

大熊毛

向田

主任児童委員

主任児童委員

河野　忠治

秋吉　康子

安靜　公子
大上　文紘

平石　正美

松本　良德

安松　和枝

　木　やよい

堀　絶代子

田川　一男

竹本　富久子

清末　愛子

河野　通久

岡野　紘宣

德丸　利七美

吉成　賢治

麻生　淑子

有永　克彦

野田　建太

岩戸寺

長野

来浦・中村

浜陽

浜陰・奈良原

深江

塩屋

堅来

柳

富来浦手

松原

松原

浜崎

寺山

富来

大恩寺・藁蓑

成仏

下成仏

見地

一丸　由美子

髙橋　惠津子

秦　昭光

佐藤　悦子

園田　幸子

瀧口　統司

末清　源一

　波　眞理子
西村　春代

池ノ内

内田

花山団地・藤本

古市下・古市上

糸原下

糸原上

糸原上

南糸原

小城・武蔵向陽台

（敬称略）

新しい民生委員・児童委員をご紹介します
12月1日付で、110名の民生委員・児童委員、9名の主任児童委員が厚生労働大臣から委嘱されました。
任期は、平成31年11月30日までの3年間です。
民生委員・児童委員は、市民のみなさんの生活上の相談に応じたり、その解決に向けてのお手伝いをしています。
心配ごとなどがありましたら、あなたの地域を担当している民生委員・児童委員にご相談ください。

■ 国東市臨時職員の全職種

※青文字の職種は資格が必要です。
※各種保険完備（常勤フルタイム）。各種手当（通勤手当、時間外手当等）あり。
　詳細については「国東市ホームページ」をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

■ お知らせ

■ 面接試験

■ 登録受付期間

申し込み・問い合わせ

▲

総務課  人事係  ☎0978-72-5160（内線1320）

職　　種（賃金額）種　別

保健・福祉

雇用形態

常勤

月額臨時職員
嘱託職員

介護支援専門員（211,500円）、看護師、保健師（208,800円）

保育士（169,700円）、管理栄養士（208,800円）、調理員〔保育所〕（156,600円）

児童厚生員（169,700円）

学校 幼稚園教諭（169,700円） 

その他
市長運転手（208,800円）、自動車教習所指導員（234,900円）

消費生活相談員（170,600円）、農業推進員（151,400円）

日額臨時職員

事務補助 一般事務（6,060円）

保健・福祉 レセプト点検員（6,270円）、介護事務（6,060円）、介護認定調査員（6,270円） 

非常勤
調理員（給食センター・保育施設）、保育士、幼稚園教諭、看護師、助産師、

栄養士、歯科衛生士

その他 電話交換手（6,060円）

短時間勤務臨時職員 学校 特別支援教育支援員（時給1,000円）

施設等管理
サンコーポラス富来管理人（6,270円）、クリーンセンター業務員（6,580円）

グラウンド管理人（6,060円）、市道管理作業員（7,100円）

図書館 図書館司書（6,480円）、学校司書（6,480円）

学校 学習支援教員（8,000円）、学校校務員（6,060円）、給食調理員（6,370円）

国東市では、介護支援専門員、看護師、保育士の登録者が不足しています。
登録していても就職活動は可能です。求職中の方の登録をお待ちしております。

総務課人事係、各総合支所地域総務課に備え付けの「登録申込書」に必要事項を記入し、持参又は
郵送してください。（申込書は、国東市ホームページからも印刷できます。）
※資格を必要とする職種は、資格証明書の写しを添付してください。

補充が必要な職種を希望されている方のうち、条件に合う方が対象です。
2月中旬から3月中旬頃を予定しています。
対象者に対してのみ、総務課人事係から連絡します。

対象者

日　程

連　絡

平成28年12月6日（火）～平成29年１月31日（火）※土日、年末年始、祝祭日は除く。
※原則として、当初受付期間内に登録された方を、平成29年4月1日付採用候補者とします。

2月以降も登録は可能です。随時受け付けます。
※年度途中に補充が必要となった場合に連絡します。

当初受付

随時受付

■ 登録方法

平成29年度
募集

国東市では、平成29年度の「臨時職員採用候補者名簿」への登録希望者を募集します。
臨時職員の補充が必要となった場合に、登録者の中から条件に合う方を選考し、採用するものです。

国東市臨時職員 採用候補者名簿登録希望者
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■ 国東市臨時職員の全職種

※青文字の職種は資格が必要です。
※各種保険完備（常勤フルタイム）。各種手当（通勤手当、時間外手当等）あり。
　詳細については「国東市ホームページ」をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

■ お知らせ

■ 面接試験

■ 登録受付期間

申し込み・問い合わせ

▲

総務課  人事係  ☎0978-72-5160（内線1320）

職　　種（賃金額）種　別

保健・福祉

雇用形態

常勤

月額臨時職員
嘱託職員

介護支援専門員（211,500円）、看護師、保健師（208,800円）

保育士（169,700円）、管理栄養士（208,800円）、調理員〔保育所〕（156,600円）

児童厚生員（169,700円）

学校 幼稚園教諭（169,700円） 

その他
市長運転手（208,800円）、自動車教習所指導員（234,900円）

消費生活相談員（170,600円）、農業推進員（151,400円）

日額臨時職員

事務補助 一般事務（6,060円）

保健・福祉 レセプト点検員（6,270円）、介護事務（6,060円）、介護認定調査員（6,270円） 

非常勤
調理員（給食センター・保育施設）、保育士、幼稚園教諭、看護師、助産師、

栄養士、歯科衛生士

その他 電話交換手（6,060円）

短時間勤務臨時職員 学校 特別支援教育支援員（時給1,000円）

施設等管理
サンコーポラス富来管理人（6,270円）、クリーンセンター業務員（6,580円）

グラウンド管理人（6,060円）、市道管理作業員（7,100円）

図書館 図書館司書（6,480円）、学校司書（6,480円）

学校 学習支援教員（8,000円）、学校校務員（6,060円）、給食調理員（6,370円）

国東市では、介護支援専門員、看護師、保育士の登録者が不足しています。
登録していても就職活動は可能です。求職中の方の登録をお待ちしております。

総務課人事係、各総合支所地域総務課に備え付けの「登録申込書」に必要事項を記入し、持参又は
郵送してください。（申込書は、国東市ホームページからも印刷できます。）
※資格を必要とする職種は、資格証明書の写しを添付してください。

補充が必要な職種を希望されている方のうち、条件に合う方が対象です。
2月中旬から3月中旬頃を予定しています。
対象者に対してのみ、総務課人事係から連絡します。

対象者

日　程

連　絡

平成28年12月6日（火）～平成29年１月31日（火）※土日、年末年始、祝祭日は除く。
※原則として、当初受付期間内に登録された方を、平成29年4月1日付採用候補者とします。

2月以降も登録は可能です。随時受け付けます。
※年度途中に補充が必要となった場合に連絡します。

当初受付

随時受付

■ 登録方法

平成29年度
募集

国東市では、平成29年度の「臨時職員採用候補者名簿」への登録希望者を募集します。
臨時職員の補充が必要となった場合に、登録者の中から条件に合う方を選考し、採用するものです。

国東市臨時職員 採用候補者名簿登録希望者
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　国東市収納対策推進本部（事務局：財政課債権回収係）では、市税（市県民税・固定資産税・軽自動車税）、国民
健康保険税、各種保険料（介護保険料・後期高齢者医療保険料）及び使用料等の市債権全般について、市民負担
の公平性を確保する観点から、収納率の向上・滞納額の縮減を目的に、徴収強化対策に取り組んでいます。
　今年度も、12月を「県下一斉滞納整理強化月間」として、徴収強化に取り組みます。

※その他にも建設課では、市営住宅使用料の未収金対策として、平成28年度に「支払督促（裁判所を活用して
の法的措置）3件、訴訟1件、差押え（給与）2件」を行っています。

　国東市では、納税等のために金融機関等へ出かける必要がなく、「つい、うっかり」の納め忘れを防ぐ安心・便
利な口座振替を推進しています。この口座振替の推進により、市税等の収納率の向上や市財源の安定的な確保
を目指しています。また、口座振替は、納付書の作成など収納に係る事務経費の削減にも役立っています。市民
の皆さまには、ぜひ口座振替のご利用をお願いします。国東市の各担当課では、手続きに関するお問い合わせ
を随時受け付けています。お気軽にご相談ください。

[各担当課　問合せ先]

市税・各種保険料

保育所保育料

上下水道使用料

市営住宅使用料

ケーブルテレビ使用料

幼稚園保育料

普通財産貸付料

国東自動車学校使用料

市民病院医療費

税務課　収納対策係

福祉課　子育て支援係

上下水道課　管理係

建設課　住宅係

広報室　ケーブルテレビ係

学校教育課　学務係

財政課　財産活用係

国東自動車学校

市民病院　医事課

☎0978-72-5162

☎0978-72-5164

☎0978-72-5197

☎0978-72-5179

☎0978-73-0200

☎0978-73-0066

☎0978-72-5165

☎0978-72-0399

☎0978-67-1211

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

なし

なし

債権名 担当課 電話番号 口座振替

税務課 市税等の未収金に対する
『差押え（給与・預金・保険等）』の実績

年度 件数 金額

平成27年度 304

219

18，729，276円

18，653，132円

市税等の安心・便利な『口座振替』の推進に
ご協力をお願いします

口座振替できる金融機関

■大分銀行　　　　　　　■豊和銀行　　　　　　■大分県信用組合　　　■九州労働金庫
■大分県農業協同組合　　■大分県漁業協同組合　■全国のゆうちょ銀行／郵便局

参考資料

平成28年度
（4月～10月）

※普通財産貸付料、国東自動車学校使用料、市民病院医療費については、口座振替はありません。

［問合せ先］　税務課管理係 ☎0978-72-5156
なお、市税・各種保険料以外については、各担当課へお問い合わせください。

12月は滞納整理強化月間です12月は滞納整理強化月間です
～納期内納付を心がけましょう～

　夜間、路線バスの運行が終わった時間帯に、JR杵築駅から国東町までの乗合タクシーを試験的に運行します。9人
乗りのジャンボタクシーによって運行します。
　市外での会合や親睦会などでお帰りが遅くなった際、杵築駅着の鉄道からの乗継にご利用ください。
※試験運行期間は3月までの4か月間ですが、多くの方にご利用いただければ、4月以降も運行を検討いたします。

お問合せ

▲

国東市役所政策企画課　☎0978-72-5161

問合先

▲

税務課  資産税係  ☎0978-72-5156

12月12日～3月31日までの期間限定・試験運行

時刻表

時刻 停留所名 注意

杵築駅 ※乗車のみ21：50

空港道路を経由します

ローソン安岐塩屋店

セブンイレブン安岐下原店

ファミリーマート武蔵町店

ファミリーマート国東小原店

セブンイレブン国東鶴川店

22：15

22：20

22：25

22：35

22：40

※降車のみ

償却資産をお持ちの方は申告が必要です償却資産をお持ちの方は申告が必要です
　償却資産をお持ちの方は、平成29年1月1日現在における資産の状況について、平成29年1月31日
（火）までに申告しなければなりません。　※所得税確定申告は別途必要です。

◆償却資産とは

ご不明な点や、申告書が手元にない方についてはお問い合わせください。

前回の申告から「個人番号（マイナンバー）」または「法人番号」の記載が必要となりました。

◆個人番号（マイナンバー）または法人番号の記載

◆対象

個人、法人を問わず、商店や農業、漁業、建設業、工場などを営んでいる方が、その事業のために所有し
ている構築物や機械、備品などの資産を「償却資産」といい、固定資産税の課税対象になります。

構築物、建物付属設備、機械及び装置、船舶、航空機、車両及び運搬具、工具・器具及び備品。
※自動車税・軽自動車税の課税客体となるものは除きます。
近年、太陽光発電設備の設置が増えています。事業用、または住宅に設置したものであっても発電出力
が10kw以上の場合などは、償却資産の対象となりますので申告の必要があります。

ご注意！
●21：50に杵築駅を出発した後は、ローソン安岐塩屋店まで
停車しません。

●ローソン安岐塩屋店からは、降りるだけの運行になります。
各コンビニエンスストアから乗車は出来ません。

●事前の予約は不要です。杵築駅正面の乗り場から乗車して
ください。

【運行について】
平成28年12月12日（月）
　　　～平成29年3月31日（金）

運行期間

期間中の月曜日から土曜日運行日

日曜日・年末年始（12月31日～1月3日）運休日

1，000円運　賃

杵築国東合同タクシー株式会社　 　 　 ▲

TEL 0978-62-2220
三光タクシー・バス有限会社
　　　

▲

TEL 0978-62-2800

運行事業者

杵築駅からの夜間乗合タクシー
（「杵築駅国東線」）を試験運行します！
杵築駅からの夜間乗合タクシー
（「杵築駅国東線」）を試験運行します！
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　夜間、路線バスの運行が終わった時間帯に、JR杵築駅から国東町までの乗合タクシーを試験的に運行します。9人
乗りのジャンボタクシーによって運行します。
　市外での会合や親睦会などでお帰りが遅くなった際、杵築駅着の鉄道からの乗継にご利用ください。
※試験運行期間は3月までの4か月間ですが、多くの方にご利用いただければ、4月以降も運行を検討いたします。

お問合せ

▲

国東市役所政策企画課　☎0978-72-5161

問合先

▲

税務課  資産税係  ☎0978-72-5156

12月12日～3月31日までの期間限定・試験運行

時刻表

時刻 停留所名 注意

杵築駅 ※乗車のみ21：50

空港道路を経由します

ローソン安岐塩屋店

セブンイレブン安岐下原店

ファミリーマート武蔵町店

ファミリーマート国東小原店
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※降車のみ

償却資産をお持ちの方は申告が必要です償却資産をお持ちの方は申告が必要です
　償却資産をお持ちの方は、平成29年1月1日現在における資産の状況について、平成29年1月31日
（火）までに申告しなければなりません。　※所得税確定申告は別途必要です。

◆償却資産とは

ご不明な点や、申告書が手元にない方についてはお問い合わせください。

前回の申告から「個人番号（マイナンバー）」または「法人番号」の記載が必要となりました。

◆個人番号（マイナンバー）または法人番号の記載

◆対象

個人、法人を問わず、商店や農業、漁業、建設業、工場などを営んでいる方が、その事業のために所有し
ている構築物や機械、備品などの資産を「償却資産」といい、固定資産税の課税対象になります。

構築物、建物付属設備、機械及び装置、船舶、航空機、車両及び運搬具、工具・器具及び備品。
※自動車税・軽自動車税の課税客体となるものは除きます。
近年、太陽光発電設備の設置が増えています。事業用、または住宅に設置したものであっても発電出力
が10kw以上の場合などは、償却資産の対象となりますので申告の必要があります。

ご注意！
●21：50に杵築駅を出発した後は、ローソン安岐塩屋店まで
停車しません。

●ローソン安岐塩屋店からは、降りるだけの運行になります。
各コンビニエンスストアから乗車は出来ません。

●事前の予約は不要です。杵築駅正面の乗り場から乗車して
ください。

【運行について】
平成28年12月12日（月）
　　　～平成29年3月31日（金）

運行期間

期間中の月曜日から土曜日運行日

日曜日・年末年始（12月31日～1月3日）運休日

1，000円運　賃

杵築国東合同タクシー株式会社　 　 　 ▲

TEL 0978-62-2220
三光タクシー・バス有限会社
　　　

▲

TEL 0978-62-2800

運行事業者

杵築駅からの夜間乗合タクシー
（「杵築駅国東線」）を試験運行します！
杵築駅からの夜間乗合タクシー
（「杵築駅国東線」）を試験運行します！
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まま ちちち ののの 話話話 題題題

天候にも風にも恵まれた
梅園カップ2016
　19回目を迎える梅園カップが安岐町の塩屋
海岸で開催され、ウインドサーフィンとスタンド
アップパドルボードの部門に全国から75名の選
手が参加しました。ウインドサーフィンU-13クラ
スでは安岐小学校6年 穴見賢太君（12歳）が見
事優勝しました。

安岐小学校でふれあい
コンサート
　安岐小学校で、同校卒業生と国東市内出身
の東京で活動している音楽家による「安岐小ふ
れあいコンサート」が開催されました。生徒達
は、音楽の分野に進んだ同校の先輩の勇姿と
日頃聞くことのできない生の歌唱と演奏を
じっくり鑑賞しました。

11月11日11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日11月11日

地域とともに　秀渓まつり
　武蔵町の社会福祉法人秀渓園で、秀渓まつ
りが開催されました。ステージイベントでは、同
施設を利用している方のダンスなどが披露さ
れました。その他にも香水づくりなどの体験イ
ベントもあり、地域の方たちと親睦を深めるこ
とのできた１日となりました。

11月5日・6日11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月55555555555555555555555555555555555日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・日・6666666666666666666666666666666666日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日11月5日・6日

夢咲きくにさき
ふるさとまつり

10
30

場所：黒津崎海岸おまつり広場

安岐町
ふるさと祭り

11
6

場所：安岐コミュニティ広場

▲今年も元気な子ども達の呼び込みの声
が響いた「こども商店街」

地元の名酒
西の関の利き酒
選手権▶

◀もちまきで
　会場は最高潮

▲桜井響子さんがさ吉くんと一緒に「ララ
ラ さ吉くん」ダンスを披露

▲むさしウィンドハーモニーの息のあっ
た演奏

▲恒例のちょるちょる音頭

▲ＴＯＭＯダンススクールの迫力ある
ステージ

安
岐
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
軽
快
な
演
奏
◀
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か
わ
い
ら
し
い

赤
ち
ゃ
ん
達
の

ハ
イ
ハ
イ
選
手
権

緑
化
木
の
無
料
配
布
は

大
人
気
◀

▶
六
郷
鬼
龍
太
鼓
が
力

強
い
舞
を
披
露

むさし
おいで祭り

11
20

場所：武蔵農村公園

▶
園
児
た
ち
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス

くにみ
ちょるちょる祭り

11
13

場所：国見総合支所駐車場

あな み けん た
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3122名のランナーが
秋の富来路を駆け抜ける
　晴天に恵まれて開催されたとみくじマラソ
ン大会。全国から集まったランナー達には、各
給水所での地元の方たちなどボランティアの
みなさんによる温かいおもてなしがあり、富来
路に設置された様々なかかしもランナーを応
援していました。
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秋の市民 まつり
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安岐町 1111111111

666
安岐町安岐町
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まま ちちち ののの 話話話 題題題

天候にも風にも恵まれた
梅園カップ2016
　19回目を迎える梅園カップが安岐町の塩屋
海岸で開催され、ウインドサーフィンとスタンド
アップパドルボードの部門に全国から75名の選
手が参加しました。ウインドサーフィンU-13クラ
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まま

プ
ラ
ス

ち
話
題

国
東
市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

が
災
害
協
定
を
締
結

11
月
8
日

　国
東
市
は
、
西
日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
︵
以
下
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
︶
と
災
害
時
に
お
け
る
特
設
公

衆
電
話
の
設
置
・
利
用
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
回
の

協
定
で
、市
内
の
２
次
避
難
所
に
、

災
害
時
用
の
特
設
公
衆
電
話
を

使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

の
整
備
を
行
い
ま
す
。今
年
度
は
、

現
在
市
内
42
カ
所
あ
る
内
の

４
カ
所
を
整
備
し
、
来
年
以
降
、

順
次
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

安
岐
支
部
チ
ー
ム

県
大
会
優
勝
報
告

11
月
9
日

龍
神
俳
句
＆
野
点
の
会

11
月
13
日

　国
東
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

安
岐
支
部
チ
ー
ム
が
市
役
所
を
訪
れ
、

９
月
に
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た
大
分
県

身
体
障
が
い
者
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

で
優
勝
し
た
こ
と
を
、三
河
市
長
に
報

告
し
ま
し
た
。

　個
人
戦
で
も
、本
田
幸

雄
さ
ん
が
安
定
し
た
プ
レ
ー
で
見
事
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　な
お
、安
岐
支
部
チ
ー
ム
は
、来
年
福

岡
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

　武
蔵
町
内
田
の
龍
神
海
岸

で
、
龍
神
俳
句
＆
野
点
の
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
龍
神

俳
句
で
は
、
事
前
に
応
募
さ

れ
た
３
８
０
句
の
中
で
、
優
秀

作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
に
は
、
武
蔵
町
茶
道

教
室
に
よ
る
お
抹
茶
や
内
田

龍
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

団
子
汁
の
お
も
て
な
し
も
あ

り
ま
し
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の

中
西
麻
耶
選
手
が
講
演

11
月
18
日

　く
に
さ
き
教
師
塾
が
、
ア
ス

ト
く
に
さ
き
マ
ル
チ
ホ
ー
ル

で
、
講
師
に
リ
オ
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の
中
西
麻
耶

選
手
を
招
き
一
般
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
中
西
選
手
は
、

﹁
あ
き
ら
め
な
い
心
﹂
と
題
し

て
、
参
加
し
た
１
０
４
名
に
、

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
の
大

切
さ
を
、
時
折
笑
い
を
交
え
な

が
ら
力
強
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

福
田
吉
秀
さ
ん
が
県
知
事

感
謝
状
の
受
賞
を
報
告

11
月
16
日

　国
東
精
神
保
健
福
祉
会
会
長

の
福
田
吉
秀
さ
ん
が
、
県
知
事
感

謝
状
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
に
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
感
謝
状
は
、
永
年
に
わ
た

り
精
神
保
健
福
祉
事
業
の
発
展

に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
福
田
さ
ん
は
、

﹁
福
祉
関
係
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
円
滑

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
﹂
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

宝くじ助成金で備品を整備空港環境整備協会の助成で
化学消防車を購入 安岐町瀬戸田下区

　地域社会の健全な発展を目的とした宝くじ社会

貢献広報事業のコミュニティ助成事業（（財）自治

総合センター）で今年９月に安岐町瀬戸田下区が

防災備品を整備しまし

た。瀬戸田下区長は「今

回取得した防災用品を活

用して、今後の自主防災

活動に役立てていきた

い」と話してくれました。

農業遺産ウォーキング農業遺産ウォーキング

　文渓里の会は、11 月 13 日
に第 6 回世界農業遺産と名跡
を巡るウォーキングを開催し
ました。参加した 91 名は、
ため池やクヌギ林の他に、11
月 1 日からとみくじ開運ロー
ドに設置されているかかしの
観賞も楽しみました。

　世界農業遺産を活用して地域おこしに取
り組む、国東町の文渓里の会と世界農業遺
産旭日プロジェクトが行った農業遺産
ウォーキングをご紹介します。

　世界農業遺産旭日プロジェクトは、10 月 30 日に第 3 回旭日ため池ウォークを開催しました。
当日の参加者は 87 名。世界農業遺産を研究している九州大学の学生なども参加し、晴天の中、
みなさんそれぞれのコースを気持ち良さそうに歩いていました。

整備した主な備品（地域防災組織育成助成事業）
○倉庫、発電機、リヤカー

　一般財団法人空港環境整備協会の助成を受

け、11 月 9 日（水）国東市消防署南分署に新

しく最新鋭の化学消防車が配備されました。

化学車は圧縮空気泡消火システム（ＣＡＦＳ）

を装備し、消火薬剤と水とを圧縮空気で混

合させ泡消火が行えるようになっています。

11 月 9 日（水）市役所応接室で行われた贈呈

式には、同協会の南　朋幸　大分事務所長よ

り、三河市長へ助成目録が手渡されました。尚、

管内の消防自動車の配備状況は、姫島出張所

に１台、国見出張所に１台、南分署に 4 台

（化学車・救助工作車含）、本署に 3 台となっ

ています。
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従業員

企業編

合名会社青木本店
安岐町下原2694番地
開設 明治35年 従業員

従業員

株式会社
ハマノ果香園
国東町小原
開設 平成19年 従業員

13名

20名

永易モータース
国東町鶴川
昭和33年からバイク店を営む

企業編

第一次
産業編
第一次
産業編

商工会編商工会編

▲左から　永易克規さん、息子の雄一郎さん

22

　
代
表
者
の
青
木

勝
征
さ
ん
の
祖
父

の
勝
次
郎
さ
ん
は
、

当
時
盛
ん
だ
っ
た

七
島
藺
栽
培
に
着

目
し
、
七
島
藺
の
畳
表
を
県
内
の
卸
問
屋
へ
卸
す
仲
買
人

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
東
や
関
西
の
業
者
と
の
取

り
引
き
で
事
業
を
拡
大
し
、
大
正
12
年
頃
に
は
卸
問
屋
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
30
年
代
初
頭
は
、
国
東
半
島
の
七
島

藺
栽
培
が
全
盛
で
、
１
、５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
あ

り
、
年
間
５
０
０
万
以
上
の
畳
表
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
青
木
本

店
は
、
主
な
取
引
先
の
名
古
屋
だ

け
で
も
畳
表
を
年
間
10
万
枚
、
全

体
で
は
年
間
40
万
枚
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
40
年

代
に
入
り
大
分
空
港
が
で
き
、
そ
の

後
大
手
企
業
が
進
出
し
て
く
る
よ

　
株
式
会
社
ハ
マ

ノ
果
香
園
は
、
広

島
県
尾
道
市
に
あ

る
柑
橘
類
を
中
心

と
し
た
青
果
物
全

般
の
卸
し
を
し
て
い
る
株
式
会
社
丸
松
が
母
体
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
カ
ボ
ス
の
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
を
製
造
す
る

た
め
に
大
分
県
産
の
カ
ボ
ス
を
仕
入
れ
て
お
り
、
そ
の

つ
な
が
り
で
、
大
分
県
か
ら
廃
園
に
な
っ
て
い
た
ミ
カ

ン
農
園
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ボ
ス
は
、
全
国
的
に
は
ま
だ

ま
だ
認
知
度
が
低
い
も
の
の
、

健
康
増
進
効
果
の
あ
る
ク
エ
ン

酸
を
多
く
含
み
、
調
味
料
や
飲

み
物
と
し
て
も
使
え
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
主
力
作
物
に
な
る

と
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

生
産
か
ら
搾
汁
ま
で
一
貫
し
て

　
代
表
の
永
易

克
規
さ
ん
は
昭

和
51
年
に
、
宮

崎
県
の
鉄
工
会

社
に
就
職
し
て

い
ま
し
た
が
、
永
易
モ
ー
タ
ー
ス
の
創
業
者
で
あ
る
叔

父
の
永
易
仲
一
さ
ん
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
昭
和
33
年

か
ら
続
く
自
転
車
・
二
輪
車
・
四
輪
車
店
を
、
昭
和
56

年
に
引
継
ぎ
ま
し
た
。
克
規
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
バ
イ
ク

修
理
や
販
売
な
ど
の
経
験
は
無
く
、
経
営
を
引
き
継
ぐ

前
の
１
年
間
、
叔
父
と
一
緒
に
働
き
、
経
営
の
仕
方
や

販
売
方
法
、
バ
イ
ク
修
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

引
き
継
ぐ
以
前
は
、
ま
だ
ま
だ
一

家
庭
で
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
複
数

台
所
有
す
る
こ
と
は
珍
し
く
、
仕

事
や
生
活
で
使
用
す
る
移
動
手
段

と
し
て
の
用
途
が
多
く
占
め
て
い

る
時
代
で
し
た
。
店
を
引
き
継
い

▲布生地の圧着作業
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従業員

企業編

合名会社青木本店
安岐町下原2694番地
開設 明治35年 従業員

従業員

株式会社
ハマノ果香園
国東町小原
開設 平成19年 従業員

13名

20名

永易モータース
国東町鶴川
昭和33年からバイク店を営む

企業編

第一次
産業編
第一次
産業編

商工会編商工会編

▲左から　永易克規さん、息子の雄一郎さん
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う
に
な
る
と
、
農
業
離
れ
が
進
み
、

七
島
藺
の
栽
培
面
積
は
減
少
し
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
に
畳
を

使
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
需
要
が

減
少
す
る
の
に
伴
い
、
国
東
半
島

内
に
30
社
あ
っ
た
卸
問
屋
は
徐
々
に

減
っ
て
い
き
、
平
成
14
年
頃
に
は
青

木
本
店
の
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
多
く
の
七
島
藺
を

使
用
す
る
畳
表
に
変
わ
り
、
少
し
の

七
島
藺
で
出
来
る
製
品
を
開
発
し
、

も
う
一
度
七
島
藺
の
良
さ
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
七
島
藺
の
肌
触
り

の
良
さ
や
丈
夫
さ
を
活
か
し
て
、
履

き
物
を
製
造
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
な
か
な
か
売
れ
ず
、
近
く
の
道
の
駅
や
里

の
駅
に
置
い
て
も
ら
っ
た
り
、
畳
の
取
引
先
の
人
に
履
い

て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
す
る
と
徐
々
に
口
コ
ミ
で
七

島
藺
の
履
き
物
の
良
さ
が
広
ま
っ
て
い
き
、
百
貨
店
や
高

級
ホ
テ
ル
と
取
り
引
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
年
間
５
万
足
を
売
り
上
げ
、
地
元
の
方
を
中
心
に

積
極
的
に
雇
用
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
七
島
藺
の
良
さ
が
再
認
識
さ
れ
、
品
質
の
良
い

国
東
産
の
七
島
藺
の
畳
表
は
値
段
も
高
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
流
れ
を
品
質
の
良
い
履
き
物
を
作
る
こ
と
で
さ

ら
に
拡
大
し
、

七
島
藺
の
生
産

拡
大
や
生
産
農

家
の
所
得
向
上

に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

管
理
す
る
こ
と
で
、
安
価
で
安
定

し
た
品
質
の
も
の
を
供
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
農
業
生

産
法
人
を
設
立
し
て
農
業
参
入
し

ま
し
た
。。
荒
廃
し
た
農
場
を
１

年
か
け
て
造
成
し
て
栽
培
面
積
22

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
カ
ボ
ス
園
が
完
成
。

平
成
21
年
に
１
７
、０
０
０
本
の
カ

ボ
ス
の
苗
木
を
植
栽
し
ま
し
た
。

カ
ボ
ス
は
適
切
な
時
期
に
短
期
間

で
農
薬
散
布
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
広
大
な
農
園
を
管
理
す
る
た

め
に
機
械
化
を
進
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

の
剪
定
と
９
月
か
ら
11
月
末
の
収
穫
時
期
は
多
く
の
人

手
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
短
期
間
の
雇
用
で
は
、
安
定

し
て
地
元
の
方
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

大
分
県
農
業
協
同
組
合
と
国
東
市
と
協
議
を
し
、
繁
忙

期
の
違
う
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
と
露
地
野
菜
の
栽
培
も
平
成

21
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
カ
ボ
ス
の
植
栽
か
ら
３
年
後

の
平
成
24
年
に
カ
ボ
ス
の
初
収
穫
を
迎
え
、
約
60
ト
ン

の
収
穫
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
順
調
に
生
産

量
を
増
や
し
て
い
き
、
平
成
28
年
は
約
３
７
０
ト
ン
の

収
穫
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
収

穫
量
が
少
な
く
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
搾
汁
工
場
に
持
ち

込
ま
な
い
と
採
算
が
合
わ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
ハ
マ
ノ
果
香
園
は
、
平
成
30
年

に
約
５
０
０
ト
ン
の
収
穫
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
折
に
は
、

収
穫
し
た
カ
ボ
ス
を
そ
の
場
で
搾

汁
で
き
る
搾
汁
工
場
を
建
設
し
、

さ
ら
な
る
地
元
雇
用
で
国
東
市
の

地
域
振
興
の
一
翼
を
担
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

だ
す
ぐ
後
の
昭
和
50
年
代
後
半
か

ら
の
好
景
気
の
影
響
も
受
け
て
、

若
者
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
層
が

バ
イ
ク
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、

バ
イ
ク
の
販
売
台
数
も
増
え
売
り

上
げ
も
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
徐
々
に

景
気
が
後
退
し
、
国
内
の
二
輪
販

売
台
数
も
激
減
し
て
い
き
、
国
東

市
に
住
む
若
者
の
バ
イ
ク
離
れ
も

加
速
し
ま
し
た
が
、「
二
輪
に
関
す

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
」
を

目
標
と
し
て
店
を
経
営
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
働
い
て
い
た
息
子
の

雄
一
郎
さ
ん
が
、
父
と
一
緒
に
お
店
を
す
る
た
め
に
、

平
成
19
年
に
国
東
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
克
規
さ
ん
は
、「
実
用
か
ら
趣
味
嗜
好
の
た
め
に
バ
イ

ク
を
買
う
人
が
多
く
な
り
、
販
売
台
数
自
体
は
減
っ
て

き
て
い
る
が
、
今
い
る
お
客
さ
ん
を
大
事
に
し
て
、
体

が
続
く
限
り
息
子
と
一
緒
に
お
店
に
立
ち
た
い
と
思
い

ま
す
」。
雄
一
郎
さ
ん
は
、「
父
と
一
緒
に
働
く
よ
う
に
な
っ

て
10
年
、
自
分
と
世
代
の
近
い
お
客
様
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
の
目
標
と
し
て
、
ま
ず
は
バ
イ
ク
修
理

の
技
術
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
れ
と
、
も
っ
と
国
東
に
バ
イ
ク
愛
好
家
を
増
や
し
て

い
き
た
い
の
で
、
オ
フ
ロ
ー
ド
の
バ
イ
ク
レ
ー
ス
な
ど
バ

イ
ク
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
の

で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
積
極
的
に

開
催
し
て
い
き

ま
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

▲雄一郎さんのレースの様子



健康チャレンジ健康チャレンジ 保健の
ページ
保健の
ページ
保健の
ページ

問合せ・申込先：国東保健センター（☎0978-73-2450）

健康チャレンジ
１２月９日（金）までに記録ハガキの提出を！！

提出先

①地域の保健推進委員さんへ提出

②近くの市役所の窓口へ提出

③ポストへ投函

・国見総合支所地域市民健康課
・国東保健センター
・武蔵保健福祉センター
・安岐総合支所地域市民健康課

取組期間
終了しました!!
取組期間

終了しました!!

ゴール

さ吉くんで
元気！

上位入賞者には
表彰と

ステキな賞品、
91ポイント以上
の方には記念品を
プレゼント♪

24

問合先　市民健康課国保年金係　☎0978-72-5166

の
健康ワンポイント
さ吉くんの

健康ワンポイント

吉を呼
ぶ！

シンプルだけどクセになるおいしさ！

小松菜のまぜごはん

『食』を通してあなたの健康を応援したい!　
季節の食材を使って、簡単・手軽にできる体に
やさしいレシピを毎月お届けします。健康応援レシピ健康応援レシピ

国保発

『小松菜』
◆材料(4～5人）

温かいごはん・・ 2合
小松菜・・・・・・・・ 160g(2株)

炒り白ごま・・ 大さじ2
ごま油・・・・・・ 小さじ2
塩・・・・・・・・・・ 小さじ1/3

◆作り方

① 小松菜はたっぷりの熱湯で10～20秒茹でて水にとり、
　 水けをしっかりと絞る。根元を切り落としたら、
　 みじん切りにし、Aとよく混ぜ合わせる。 

② ボウルに温かいごはんと①を入れ、
 　さっくり混ぜ合わせる。

(１人分：エネルギー292kcal ／食塩相当量 0.4g)

さいしょに野菜！きちんと野菜！！

飲み会やパーティーが増えるこの季節は、ついつい食べ過ぎたり飲み過ぎたり
してしまうもの。また、野菜不足にもなりがちだよ。夜にごちそうを食べる日
は、その日の昼食や翌日の夕食を野菜中心の軽めのものにするなど、2～3日
単位で調整しよう！

　入院などで医療費が高額になると予測される時は、「限度額適用認定証」
を申請しましょう。この証を提示すると、１か月の医療機関ごとの窓口負
担が自己負担限度額までとなります。保険適用外の差額ベッド代や食事代
などは別途負担となります。
（70歳以上75歳未満で、住民税課税世帯の方は「高齢受給者証」があります
ので「限度額適用認定証」は必要ありません。）

国民健康保険 「限度額適用認定証」 の
ご利用が便利です

国民健康保険 「限度額適用認定証」 の
ご利用が便利です

市民健康課

▲限度額適用認定証

申請の方法

申請する人 世帯主（ご家族の方も申請できます）

持参するもの 国民健康保険証、印鑑

本人確認するもの 世帯主・対象者の個人番号カードまたは個人番号通知
カード、申請する方の身分証明書（写真つき）

申請する場所 市民健康課国保年金係、または各支所地域市民健康課

使ってみませんかジェネリック医薬品
（まずはお医者さんまたは薬剤師にご相談を）
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問合せ・申込先：国東保健センター（☎0978-73-2450）

健康チャレンジ
１２月９日（金）までに記録ハガキの提出を！！

提出先

①地域の保健推進委員さんへ提出

②近くの市役所の窓口へ提出

③ポストへ投函

・国見総合支所地域市民健康課
・国東保健センター
・武蔵保健福祉センター
・安岐総合支所地域市民健康課

取組期間
終了しました!!
取組期間

終了しました!!

ゴール

さ吉くんで
元気！

上位入賞者には
表彰と

ステキな賞品、
91ポイント以上
の方には記念品を
プレゼント♪
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問合先

市民健康課国保年金係	 ☎0978-72-5166

別府年金事務所	 ☎0977-22-5111（※音声ダイヤルにつながったあとダイヤル2を押してください。）

● 国民年金保険料の免除・学生納付特例・納付猶予の申請

● 年金受給者が亡くなったときの手続き

● 年金手帳・年金証書の再交付

被保険者・世帯主・配偶者の所得により免除・猶予される場合があります。

※学生納付特例を申請される方は、有効期限がわかる学生証の写しまたは在学証明書が必要です。
※失業したことにより保険料の免除を申請する場合は、雇用保険受給資格者証または離職票が必要です。

年金の未支給請求ができます。

※受給していた年金によっては手続きできない場合があります。

年金手帳・証書を紛失したときは申請が必要です。（印鑑必要）

ご不明な点があれば下記までお願いします。国民年金以外のご相談は別府年金事務所へお願いします。

上記以外にも、国民年金の各種手続きができますので、
本庁・支所へご相談ください。

本庁・各支所でできる国民年金のお手続き



庁
で
開
催
さ
れ
各
調
理
場
か
ら
6
名
が
参

加
し
、衛
生
管
理
の
講
話
や
グ
ル
ー
プ
協

議
を
行
い
、知
識
を
深
め
ま
し
た
。「
く
に

さ
き
地
区
学
校
給
食
調
理
従
事
者
研
修

会
」は
、8
月
26
日
に
大
分
市
に
あ
る
大
分

県
学
校
給
食
会
で
開
催
さ
れ
、
31
名
が
参

加
し
ま
し
た
。学
校
給
食
料
理
教
室
で

は
、『
給
食
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
〜
不
足

し
が
ち
な
栄
養
を
と
ろ
う
〜
』と
い
う
献

立
に
取
り
組
み
、そ
の
後
、衛
生
講
話
を

聞
き
、最
後
に
県
下
に
配
達
す
る
食
材
を

保
管
す
る
大
き
な
倉
庫
や
冷
蔵
庫
な
ど

施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
他
に
も
、国
東
市
・
姫
島
村
・
杵
築

市
・
日
出
町
の
学
校
給
食
関
係
者
が
集

ま
っ
て「
速
見
杵
築
・
く
に
さ
き
地
区
学
校

「
国
東
市
の
学
校
給
食
に
つ
い
て
」

「
国
東
市
の
学
校
給
食
に
つ
い
て
」

給食センター ☎0978-72-1599問合先

成
長
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、こ
れ
か
ら

も
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　学
校
給
食
は
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄

養
豊
か
な
食
事
を
提
供
し
、健
康
の
増

進
、体
格
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、正
し
い
食
事
の
あ
り
方
や
望

ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
、好
ま
し
い

人
間
関
係
を
育
て
る
な
ど
教
育
的
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。

　国
東
市
に
は
3
つ
の
給
食
調
理
場（
国

見
・
国
東
・
安
岐
）が
あ
り
ま
す
が
、お
い

し
い
給
食
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
安
全
な
給

食
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
毎

年
、調
理
従
事
者
を
中
心
に
研
修
会
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　今
年
の「
大
分
県
学
校
給
食
調
理
従
事

者
衛
生
管
理
研
修
会
」は
、8
月
1
日
に
県

給
食
衛
生
管
理
研
究
会
」を
、

10
月
25
日
に
日
出
町
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し

た
。研
究
会
に
は
国
東
市
か
ら

8
名
が
参
加
し
、給
食
を
作
る

全
工
程
を
見
学
し
衛
生
面
に

つ
い
て
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、食
育
や
地
産
地
消

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、道

の
駅
な
ど
地
元
業
者
の
新
鮮

な
野
菜
な
ど
使
っ
て
い
ま

す
。「
給
食
だ
よ
り
」は
も
ち
ろ
ん
、毎
年

「
食
育
の
日
」・「
ま
る
ご
と
大
分
県
」・「
学

校
給
食
週
間
」・「
も
っ
た
い
な
い
デ
ー
」

を
設
け
て
、地
産
地
消
や
郷
土
料
理
等
の

献
立
で
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。今
年

は
地
域
の
方
に
学
校
給
食
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、「
地
域
ふ
れ
あ
い
学
校
給
食

試
食
会
」で
希
望
者
に
は
給
食
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、学
校
給
食

を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
健
全
な
心
身
の

の

　だ
よ
り

教
育
教
育

里里
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　「こ
こ
ろ
の
川
柳
」課
題《
ま
つ
り
》応
募
作
品

夜
ま
つ
り
の

　打
ち
上
げ
花
火
空
照
ら
す

武
蔵
町

　安

　永

　ト
シ
子

ケ
チ
ン
ボ
も

　気
前
よ
く
つ
ぐ
祭
り
酒

国
東
町

　平

　永

　
　
　光

　昭
和
20
年
8
月
15
日
、日
本
は
敗
戦
し
、戦
争
は
終

わ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、思
想
や
団
体
を
つ
く
る
こ
と

を
押
さ
え
つ
け
て
き
た
治
安
維
持
法
は
廃
止
さ
れ
、

政
党
の
活
動
も
労
働
運
動
も
自
由
で
活
発
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、全
国
水
平
社
の
活
動
を
す
す
め
て
き
た

人
た
ち
は
昭
和
21
年
2
月
、部
落
解
放
全
国
委
員
会
を

結
成
し
、民
衆
の
政
府
を
つ
く
る
こ
と
で
部
落
解
放
を

実
現
し
よ
う
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　昭
和
21
年
11
月
3
日
に
は
新
し
い
憲
法（「
日
本
国

憲
法
」）が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。新
憲
法
は
、戦
争
放
棄

（
平
和
）・
国
民
主
権
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
三
つ
の

柱
と
し
て
、平
和
で
自
由
平
等
な
民
衆
の
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　新
憲
法
で
は
、基
本
的
人
権
を
大
切
に
し
、す
べ
て

の
人
々
が
平
等
で
差
別
さ
れ
な
い
人
権
尊
重
が
謳
わ

れ
ま
し
た
が
、同
和
問
題
は
解
決
さ
れ
る
こ
と
な
く

残
っ
た
ま
ま
で
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
京
都
市
で
起
こ
っ
た

「
オ
ー
ル
・
ロ
マ
ン
ス
」事
件
は
、部
落
差
別
に
対
す
る

行
政
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　昭
和
26
年
10
月
に
、当
時
桃
色
雑
誌
あ
る
い
は
カ
ス

ト
リ
雑
誌
な
ど
と
い
わ
れ
た
月
刊
誌「
オ
ー
ル
・
ロ
マ

ン
ス
」に
、京
都
市
九
条
保
健
所
の
あ
る
職
員
が「
特
殊

部
落
」と
い
う
題
名
の
小
説
原
稿
を
寄
稿
し
、そ
れ
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
内
容
は
京
都
市
の
東
七
条
部

落
を
舞
台
に
し
た
も
の
で
、部
落
を
犯
罪
と
暴
力
と
ヤ

ミ
取
引
と
売
春
の
巣
窟
の
よ
う
に
、地
域
の
実
態
を
ゆ

が
め
て
興
味
本
位
に
描
い
た
も
の
で
す
。部
落
解
放

委
員
会
京
都
府
連
合
会（
以
下
、京
都
府
連
）の
糾
弾

に
対
し
、京
都
市
長
は
、差
別
の
責
任
を
小
説
作
者
の

職
員
の
個
人
の
問
題
と
し
て
、そ
の
職
員
を
辞
め
さ

せ
る
こ
と
で
事
件
を
処
理
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。こ

れ
に
対
し
京
都
府
連
は
、作
者
や
出
版
社
を
糾
弾
す

る
こ
と
に
重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、市
の
行
政
が

部
落
の
劣
悪
な
状
況
を
、部
落
な
る
が
ゆ
え
に
当
然

と
し
て
放
置
し
て
お
く
こ
と
が
、部
落
差
別
を
温
存

し
て
き
た
理
由
で
あ
り
、こ
の
根
本
的
態
度
を
改
め

な
い
限
り
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。す
な
わ
ち
、小
説
が
そ
の
対
象
と
し
て
描
写
し

て
い
る
部
落
の
劣
悪
な
生
活
実
態
こ
そ
、部
落
民
に

対
す
る
差
別
観
念
を
助
長
拡
大
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、そ
の
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
し
な
い
京
都
市

行
政
の
停
滞
は
差
別
助
長
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
こ

と
を
問
題
に
し
た
の
で
す
。糾
弾
の
席
上
で
、市
の
土

木
・
保
健
衛
生
・
民
生
・
教
育
・
住
宅
・
経
済
な
ど
の
担

当
の
局
長
や
責
任
者
に
対
し
、「
担
当
部
門
で
の
行
政

の
欠
陥
の
あ
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
」と
質
問
し
、問
題

箇
所
を
京
都
市
の
地
図
に
印
を
し
て
い
っ
た
と
こ

ろ
、行
政
の
停
滞
が
部
落
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が

ひ
と
目
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
交
渉
を
通
じ
て
京
都
府
連
は
、京
都
市
行
政

の
差
別
性
、停
滞
性
を
打
破
し
、同
和
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
具
体
的
政
策
を
添
え
た
請
願
書
を
市
議
会

に
提
出
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
契
機
に
京
都
市
で

は
同
和
対
策
の
総
合
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、同
和

行
政
推
進
の
た
め
の
積
極
的
施
策
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　オ
ー
ル
・
ロ
マ
ン
ス
事
件
は
、各
地
方
の
自
治
体
に

お
け
る
同
様
の
行
政
闘
争
の
端
緒
と
な
り
、戦
後
に

お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
同
和
行
政
の
取
り
組
み
を

推
進
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責：

国
見
分
室

　有
定
）

引
用
図
書

①「
同
和
問
題
一
問
一
答
集
」（
大
分
県
同
和
対
策
室

　大
分
県
教
育
委
員
会
発
行
）

②「
日
本
民
衆
と
部
落
の
歴
史
」（
久
保
井

　規
夫
著

　明
石
書
店
）

「
戦
後
の
部
落
解
放
、オ
ー
ル
・
ロ
マ
ン
ス
事
件
、行
政
闘
争
へ
」

テーマ

こころをつなぐまちづくりこころをつなぐまちづくり
人権シリーズvol.127
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気軽に！本の宅配サービス
　本を読みたいけど、図書館まで遠いし、行く手段がないなぁ。と思っている方にも本が届
くサービスがあります。市図書館では高齢の方や障がいをお持ちで来館できない方を対象
に本の宅配サービスを行っています。申し込みをいただければ途中で休止、再開するのも簡
単です。利用条件は下記のとおりです。お気軽にお問い合わせください。

利用対象

利用できる資料 資料の貸出期間

市内にお住いの方で、年齢が70歳以上、または、障がいを
お持ちで来館が困難な方

市内図書館所蔵図書 2週間【2週間ごとに宅配】

Ｑ．日本の昔話には、外国によく似たお話があるものが少なくありません。越後に伝わる「日本版
シンデレラ」といわれる昔話はなんというお話でしょう？　 答えは図書館で！

市

長

日

記

市

長

日

記

　爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
10
月
27
日
、国
東
町

の「
国
東
市
農
業
団
地
」（
常
緑
果
樹
研
修
所

跡
）で
は
、厳
か
に
神
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　今
日
は
、こ
の
団
地
に
立
地
し
た
キ
ュ
ウ

セ
ツ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
株
式
会
社
の「
国
東
オ
リ
ー

ブ
農
園
」の
竣
工
式
な
の
で
す
。そ
し
て
、オ

リ
ー
ブ
の
植
樹
式
も
同
時
に
行
う
の
で
す
。

　こ
の
竣
工
式
と
植
樹
式
は
、私
に
と
っ
て
は

大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。こ
の
土
地

は
、以
前
は
農
林
水
産
省
の「
農
業
者
大
学
校

常
緑
果
樹
農
業
研
修
所
」で
あ
り
ま
し
た
。こ

の
場
所
に
、学
校
や
宿
舎
が
あ
り
、カ
ボ
ス
や

ミ
カ
ン
の
栽
培
技
術
を
教
え
て
い
た
の
で
す
。

平
成
17
年
度
末
に
こ
の
研
修
所
が
廃
止
に
な

り
、約
49
h
a
も
の
広
大
な
土
地
は
そ
の
ま
ま

放
置
さ
れ
た
状
態
に
な
り
ま
し
た
。あ
ま
り

に
も
広
大
な
土
地
な
の
で
活
用
方
法
が
な
か

な
か
見
つ
か
ら
ず
草
や
雑
木
が
伸
び
て
、徐
々

に
荒
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　私
は
、こ
の
荒
れ
た
広
大
な
土
地
を
何
と
か

活
か
せ
な
い
か
と
考
え
、「
農
業
団
地
」構
想
を

計
画
し
、国
と
交
渉
を
は
じ
め
ま
し
た
。そ
の

結
果
、平
成
26
年
度
に
譲
り
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
し
て
農
業
団
地
へ
の
参
入
企
業

を
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
、キ
ュ
ウ
セ
ツ
Ａ

Ｑ
Ｕ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
3
社
の
立
地
が
決

ま
り
、昨
年
3
月
に
県
庁
で
知
事
立
会
い
の
も

と
立
地
協
定
を
締
結
し
た
の
で
す
。そ
し
て
整

備
工
事
が
始
ま
る
と
荒
れ
た
広
大
な
土
地
は

見
る
間
に
変
貌
を
遂
げ
、私
の
予
想
を
は
る
か

に
超
え
る
素
晴
ら
し
い
農
場
に
な
っ
た
の
で

す
。　今

回
、
15
h
a
の
用
地
に
約
3
，2
0
0
本

も
の
オ
リ
ー
ブ
の
苗
を
植
樹
し
ま
す
。お
よ

そ
4
〜
5
年
後
に
は
初
収
穫
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。現
在
、国
東
市
の
オ
リ
ー
ブ
生

産
量
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状

な
の
で
す
。

　キ
ュ
ウ
セ
ツ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
は
、オ
リ
ー
ブ
の

他
に
も
ト
マ
ト
の
生
産
、オ
リ
ー
ブ
の
加
工

工
場
、将
来
的
に
は
海
の
見
え
る「
展
望
レ
ス

ト
ラ
ン
」を
作
る
計
画
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の「
農
業
団
地
」に
は
、キ
ュ
ウ
セ
ツ
Ａ

Ｑ
Ｕ
Ａ
の
ほ
か
に
、株
式
会
社
日
出
電
機
の

「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」栽
培
施
設
も
既
に
稼
働
し

て
お
り
、他
の
１
社
も
近
く
栽
培
に
着
手
す

る
計
画
で
す
。そ
の
暁
に
は
、こ
の
土
地
は
広

大
な
観
光
農
園
と
し
て
国
東
市
農
業
の
拠
点

施
設
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　私
は
、私
達
の
希
望
の
星
で
あ
る
こ
の「
農

業
団
地
」の
成
功
を
祈
ら
ず
に
は
お
れ
ま
せ

ん
。

『
国
東
オ
リ
ー
ブ
農
園
竣
工
式
』

『
国
東
オ
リ
ー
ブ
農
園
竣
工
式
』

マガジンボックス/出版『知らなきゃよかった童話＆昔話の真実』

昔から読み継がれてきた『シンデレラ』や『浦島太郎』、感動の名作『フランダースの犬』など多くの人が
知っている有名なお話には、「実は…」な話がたくさんあります。ペローの童話で定着している『シンデレラ』です

が、グリム童話『灰かぶり姫』では、義理の姉たちはガラスの靴を履くために、長女はつま先を、次女はかかとを切り落として
まで履こうとします。しかも物語の最後には、二人とも鳩に両目をくりぬかれてしまう。という毒のある終わりを迎えます。近
年、子どもに語る童話や昔話の内容がマイルドに改変される傾向がありますが、実は隠された真実があったりするのです。

▲専用の「貸出バッグ」でお届けします。

どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！
図 書 館 だ よ り

国見図書館
くにさき図書館
武蔵図書館
安岐図書館

問合先

67 3551☎0978
69 0946☎0978
72 3500☎0978
82 1585☎0978

図書館に
寄っちょくれ
図書館に

寄っちょくれ

火
の
用
心

消 

防 

団

消 

防 

団

消 

防 

団

消 

防 

団

燃えるごみ収集 古紙回収

クリーンセンターへの
ごみの直接搬入

燃えないごみ収集

収集地域 収集曜日 最終日 開始日

国見町全域

該当地区

月・木

火・金

水・土

12月29日（木）

12月30日（金）

12月28日（水）

1月5日（木）

1月6日（金）

1月4日（水）

安岐町全域

武蔵町全域

国東町の一部地区

国東町の一部地区

　年末は通常どおり収集します。
　年始（1月2日㈪・3日㈫）の収集はお休みです。1月2日㈪収集地
区は、1月4日㈬に収集します。該当地区は下記のとおりです。

　年末年始は通常どおり収集します。

　年末は12月28㈬まで搬入できま
す。受付時間は午前9時～午後4時で
す。12月29日㈭～1月3日㈫は搬入で
きません。

両子、富永、恒清、糸永、掛樋、油留木

該当地区

　1月3日㈫収集地区は、1月5日㈭に収集します。該当地区は下記
のとおりです

中園、成久、塩屋第一、塩屋第二、西本

問い合わせ
■環境衛生課

☎0978-72-9001
■国東市クリーンセンター

☎0978-74-0921

国東市役所 年末年始閉庁のお知らせ年末年始閉庁のお知らせ
期間　12月29日（木）～1月3日(火)

【問合先】　総務課 ☎0978－72－1111

【問合先】　国東市消防本部 ☎0978－72－1101

　国東市役所・各総合支所・市関連施設は、年末年始の期間中、通常業務をお休み

させていただきます。

　なお、戸籍の届出・埋火葬許可等については、宿直室で受け付けます。 

　年末の火災多発期において、市民の皆様
に火災予防の徹底を図るために実施します。

　消防団員の士気高揚を図り、消防活動に関する認識
と信頼を深め、防火思想の関心を高めることを目的と
する、消防団の新春行事です。ぜひご観覧ください。

国東市消防団年末特別夜警 国東市消防団出初式

日時 12月29日（木）～30日（金）
日時 1月8日（日）午前9時～12時00分

場所 国東陸上競技場

年末年始のごみ収集について年末年始のごみ収集について
　年末年始のごみ収集について、収集のお休みや、日にちの変更についてお知らせします。出し間
違いがないように注意してください。
　ごみの減量化やリサイクルにご協力をお願いします。
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燃えるごみ収集 古紙回収

クリーンセンターへの
ごみの直接搬入

燃えないごみ収集

収集地域 収集曜日 最終日 開始日

国見町全域

該当地区

月・木

火・金

水・土

12月29日（木）

12月30日（金）

12月28日（水）

1月5日（木）

1月6日（金）

1月4日（水）

安岐町全域

武蔵町全域

国東町の一部地区

国東町の一部地区

　年末は通常どおり収集します。
　年始（1月2日㈪・3日㈫）の収集はお休みです。1月2日㈪収集地
区は、1月4日㈬に収集します。該当地区は下記のとおりです。

　年末年始は通常どおり収集します。

　年末は12月28㈬まで搬入できま
す。受付時間は午前9時～午後4時で
す。12月29日㈭～1月3日㈫は搬入で
きません。

両子、富永、恒清、糸永、掛樋、油留木

該当地区

　1月3日㈫収集地区は、1月5日㈭に収集します。該当地区は下記
のとおりです

中園、成久、塩屋第一、塩屋第二、西本

問い合わせ
■環境衛生課

☎0978-72-9001
■国東市クリーンセンター

☎0978-74-0921

国東市役所 年末年始閉庁のお知らせ年末年始閉庁のお知らせ
期間　12月29日（木）～1月3日(火)

【問合先】　総務課 ☎0978－72－1111

【問合先】　国東市消防本部 ☎0978－72－1101

　国東市役所・各総合支所・市関連施設は、年末年始の期間中、通常業務をお休み

させていただきます。

　なお、戸籍の届出・埋火葬許可等については、宿直室で受け付けます。 

　年末の火災多発期において、市民の皆様
に火災予防の徹底を図るために実施します。

　消防団員の士気高揚を図り、消防活動に関する認識
と信頼を深め、防火思想の関心を高めることを目的と
する、消防団の新春行事です。ぜひご観覧ください。

国東市消防団年末特別夜警 国東市消防団出初式

日時 12月29日（木）～30日（金）
日時 1月8日（日）午前9時～12時00分

場所 国東陸上競技場

年末年始のごみ収集について年末年始のごみ収集について
　年末年始のごみ収集について、収集のお休みや、日にちの変更についてお知らせします。出し間
違いがないように注意してください。
　ごみの減量化やリサイクルにご協力をお願いします。
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土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

国見図書館おはなしひろば

安岐図書館 クリスマス会

くにさき図書館 おはなし会

図書館休館日

行政相談

親の婚活無料相談日

武蔵図書館 おはなしのへや

法律相談

市民病院巡回診療

武蔵図書館 おはなしのへや

図書館休館日

市民病院巡回診療

にこにこ子育て広場

市民病院巡回診療

にこにこ子育て広場

法律相談

くにさき図書館 クリスマス会

図書館休館日

図書館休館日

消費生活出張相談

資料整理のため図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

龍神年越し竹あかり

図書館休館日

おんどが旭日ＳＵＮ初日の出鑑賞会

図書館休館日

文殊仙寺 智恵がゆ

図書館休館日

市民病院巡回診療

武蔵図書館 おはなしのへや

どんど焼き

図書館休館日

林修講演会

午前9時30分～ 国見図書館

午前10時30分～ 安岐図書館

午前10時30分～ くにさき図書館

午前10時～正午 国東町 アストくにさき 小会議室

武蔵町 武蔵中央公民館 相談室

午前10時～午後4時 国東市役所2階 208会議室

午後3時30分～ 武蔵図書館

午前11時～12時30分 武蔵保健福祉センター（母子保健室）

午後1時30分～4時30分 アストくにさき 小会議室

午後1時30分～ 中野公民館

午前11時～12時30分 国見みんなんかん（和室）

午後3時～ 武蔵図書館

午後1時30分～ 竹田津改善センター

午前10時～午前10時30分 安岐保健センター

午後1時30分～ 長野地区改善センター

午前10時～午前10時30分 国東保健センター

午後1時30分～4時30分 アストくにさき 小会議室

午後2時～ アストマルチホール

午後1時30分～午後3時30分 みんなんかん 第１学習室

午後11時～ 武蔵町内田 白石神社

 

午前6時～ 国東町重藤海岸

午前10時～ 国東町大恩寺 文殊仙寺

午後1時30分～ 竹田津改善センター

午前10時30分～ 武蔵図書館

午後6時～ 安岐町河川敷

午後1時30分開場 午後2時開演 武蔵セントラルホール

日 曜日 主な行事やお知らせの内容

12月の行事カレンダー月の行事カレンダー 市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

国東オリーブオイル試食＆
女性のためのヨガ講座

国東オリーブオイル試食＆
女性のためのヨガ講座

問 教育委員会 武蔵分室　☎0978-68-0094

　訪問販売・電話勧誘販売などのトラブルでお困りの方は、
ご相談ください。相談員がお受けします。

問 国東市消費生活センター （国東市役所2階 活力創生課内）

 ☎0978-72-5183

消費生活出張相談消費生活出張相談

開催日

場 所

 12月26日（月） 午後1時30分～午後3時30分

 国見生涯学習センター みんなんかん 第1学習室

日 時

会 場

入場料

主 催

 平成29年1月9日（月・祝）

午後1時30分開場 午後2時開演

 一般 500円、高校生以下無料

 国東市・国東市教育委員会

 武蔵セントラルホール

林修講演会林修講演会

※12月12日（月）より販売開始。
　無料の場合でも整理券が必要です。

「いつやるか？今でしょ！」

▲

演 題

 国東市役所 2階 208会議室

予約受付   ☎0977-75-9884（土日除く午前9時～午後6時）

親の婚活無料相談日親の婚活無料相談日

 平成28年12月14日（水） 午前10時～午後4時
 ※相談には、予約が必要です。

日 時

場 所

主 催  特定非営利活動法人 Ｈ＆Ｂ

国東オリーブオイル試食＆
女性のためのヨガ講座
国東オリーブオイル試食＆
女性のためのヨガ講座

期日・場所（時間は各会場とも午前11時～12時30分）

 自分が寝られる大きさのマットやバスタオルシーツなど

定 員

持ち物

 各会場15名（先着順）

申  問  農政課　☎0978-72-5167

①12月 8 日（木） アストくにさき中央公民館（和室大）
②12月 9 日（金） 安岐保健センター（母子保健室）
③12月14日（水） 武蔵保健福祉センター（母子保健室）
④12月16日（金） 国見みんなんかん（和室）
⑤12月20日（火） アストくにさき中央公民館（和室大）

© AKIHIRO SAGA

冬のイベント情報冬のイベント情報冬のイベント情報冬のイベント情報

約1,000本の竹灯篭の
やさしい明かりが、みな
さんをお迎えします。例
年甘酒などの暖かなお
もてなしがあります。

平成29年1月8日（日）10時～期 日

弥生のムラ 国東市歴史体験学習館場 所

年末年始のイベント情報

弥生のムラ　☎0978-72-2677

イ
ベ
ン
ト
内
容

龍神年越し竹あかり

弥生のムラの七日正月
なのか しょうがつ

平成28年12月31日（土）
午後23時から元旦の午前2時まで

開 催 日

龍神プロジェクト（有次）
☎090-8835-2533

武蔵町内田　白石神社会 場

知恵の水とうま味たっ
ぷりの椎茸で炊き上げ
た智恵がゆで参拝のみ
なさんをお待ちしてい
ます。

文殊仙寺　智恵がゆ
平成29年1月2日（月）午前10時開 催 日

文殊仙寺
☎0978-74-0820

国東町大恩寺　文殊仙寺会 場

利益を受けたお守りや
お札などをお祓いして
燃やし、無病息災を祈願
します。

どんど焼き
平成29年1月7日（土）午後6時から開 催 日

商工会安岐支部
☎0978-67-0559

安岐町河川敷会 場

ご来光を浴び、新しい
年の無病息災を祈願し
ます。宝くじのプレゼン
ト、あさひ鍋の振る舞い
があります。

おんどが旭日ＳＵＮ初日の出鑑賞会
平成29年1月1日（日） 午前6時開 催 日

おんどが旭日ＳＵＮ
（大谷）
☎090-2503-8451

国東町重藤海岸会 場

10時～12時
凧、羽子板などを作ろう・お正月遊びを楽しもう
たこ

13時
弥生のムラ新春大抽選会【豪華景品プレゼント！】

12時30分～
七草粥を食べて元気になろう

申込不要 参加費無料
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1/1

2

3

4

5

6

7

8

9

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

国見図書館おはなしひろば

安岐図書館 クリスマス会

くにさき図書館 おはなし会

図書館休館日

行政相談

親の婚活無料相談日

武蔵図書館 おはなしのへや

法律相談

市民病院巡回診療

武蔵図書館 おはなしのへや

図書館休館日

市民病院巡回診療

にこにこ子育て広場

市民病院巡回診療

にこにこ子育て広場

法律相談

くにさき図書館 クリスマス会

図書館休館日

図書館休館日

消費生活出張相談

資料整理のため図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

龍神年越し竹あかり

図書館休館日

おんどが旭日ＳＵＮ初日の出鑑賞会

図書館休館日

文殊仙寺 智恵がゆ

図書館休館日

市民病院巡回診療

武蔵図書館 おはなしのへや

どんど焼き

図書館休館日

林修講演会

午前9時30分～ 国見図書館

午前10時30分～ 安岐図書館

午前10時30分～ くにさき図書館

午前10時～正午 国東町 アストくにさき 小会議室

武蔵町 武蔵中央公民館 相談室

午前10時～午後4時 国東市役所2階 208会議室

午後3時30分～ 武蔵図書館

午前11時～12時30分 武蔵保健福祉センター（母子保健室）

午後1時30分～4時30分 アストくにさき 小会議室

午後1時30分～ 中野公民館

午前11時～12時30分 国見みんなんかん（和室）

午後3時～ 武蔵図書館

午後1時30分～ 竹田津改善センター

午前10時～午前10時30分 安岐保健センター

午後1時30分～ 長野地区改善センター

午前10時～午前10時30分 国東保健センター

午後1時30分～4時30分 アストくにさき 小会議室

午後2時～ アストマルチホール

午後1時30分～午後3時30分 みんなんかん 第１学習室

午後11時～ 武蔵町内田 白石神社

 

午前6時～ 国東町重藤海岸

午前10時～ 国東町大恩寺 文殊仙寺

午後1時30分～ 竹田津改善センター

午前10時30分～ 武蔵図書館

午後6時～ 安岐町河川敷

午後1時30分開場 午後2時開演 武蔵セントラルホール

日 曜日 主な行事やお知らせの内容

12月の行事カレンダー月の行事カレンダー 市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

国東オリーブオイル試食＆
女性のためのヨガ講座

国東オリーブオイル試食＆
女性のためのヨガ講座

問 教育委員会 武蔵分室　☎0978-68-0094

　訪問販売・電話勧誘販売などのトラブルでお困りの方は、
ご相談ください。相談員がお受けします。

問 国東市消費生活センター （国東市役所2階 活力創生課内）

 ☎0978-72-5183

消費生活出張相談消費生活出張相談

開催日

場 所

 12月26日（月） 午後1時30分～午後3時30分

 国見生涯学習センター みんなんかん 第1学習室

日 時

会 場

入場料

主 催

 平成29年1月9日（月・祝）

午後1時30分開場 午後2時開演

 一般 500円、高校生以下無料

 国東市・国東市教育委員会

 武蔵セントラルホール

林修講演会林修講演会

※12月12日（月）より販売開始。
　無料の場合でも整理券が必要です。

「いつやるか？今でしょ！」

▲

演 題

 国東市役所 2階 208会議室

予約受付   ☎0977-75-9884（土日除く午前9時～午後6時）

親の婚活無料相談日親の婚活無料相談日

 平成28年12月14日（水） 午前10時～午後4時
 ※相談には、予約が必要です。

日 時

場 所

主 催  特定非営利活動法人 Ｈ＆Ｂ

国東オリーブオイル試食＆
女性のためのヨガ講座
国東オリーブオイル試食＆
女性のためのヨガ講座

期日・場所（時間は各会場とも午前11時～12時30分）

 自分が寝られる大きさのマットやバスタオルシーツなど

定 員

持ち物

 各会場15名（先着順）

申  問  農政課　☎0978-72-5167

①12月 8 日（木） アストくにさき中央公民館（和室大）
②12月 9 日（金） 安岐保健センター（母子保健室）
③12月14日（水） 武蔵保健福祉センター（母子保健室）
④12月16日（金） 国見みんなんかん（和室）
⑤12月20日（火） アストくにさき中央公民館（和室大）

© AKIHIRO SAGA

冬のイベント情報冬のイベント情報冬のイベント情報冬のイベント情報

約1,000本の竹灯篭の
やさしい明かりが、みな
さんをお迎えします。例
年甘酒などの暖かなお
もてなしがあります。

平成29年1月8日（日）10時～期 日

弥生のムラ 国東市歴史体験学習館場 所

年末年始のイベント情報

弥生のムラ　☎0978-72-2677

イ
ベ
ン
ト
内
容

龍神年越し竹あかり

弥生のムラの七日正月
なのか しょうがつ

平成28年12月31日（土）
午後23時から元旦の午前2時まで

開 催 日

龍神プロジェクト（有次）
☎090-8835-2533

武蔵町内田　白石神社会 場

知恵の水とうま味たっ
ぷりの椎茸で炊き上げ
た智恵がゆで参拝のみ
なさんをお待ちしてい
ます。

文殊仙寺　智恵がゆ
平成29年1月2日（月）午前10時開 催 日

文殊仙寺
☎0978-74-0820

国東町大恩寺　文殊仙寺会 場

利益を受けたお守りや
お札などをお祓いして
燃やし、無病息災を祈願
します。

どんど焼き
平成29年1月7日（土）午後6時から開 催 日

商工会安岐支部
☎0978-67-0559

安岐町河川敷会 場

ご来光を浴び、新しい
年の無病息災を祈願し
ます。宝くじのプレゼン
ト、あさひ鍋の振る舞い
があります。

おんどが旭日ＳＵＮ初日の出鑑賞会
平成29年1月1日（日） 午前6時開 催 日

おんどが旭日ＳＵＮ
（大谷）
☎090-2503-8451

国東町重藤海岸会 場

10時～12時
凧、羽子板などを作ろう・お正月遊びを楽しもう
たこ

13時
弥生のムラ新春大抽選会【豪華景品プレゼント！】

12時30分～
七草粥を食べて元気になろう

申込不要 参加費無料
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催
し

冠
地
情
・
俊
子
親
子
講
演
会

～
学
ん
で
ほ
し
い
！
発
達
障
が
い
～

演
題

「
社
会
の
側
に
立
つ
の
で
は
な
く 

個
の
立
場
に
な
っ
て
発
達
障
が
い

を
視
る
」

日
時
　
１
月
22
日

（日）
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分（
受
付
開
始

：

午

後
１
時
）

場
所
　
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
ア
イ
ネ
ス

２
階
大
会
議
室

定
員
　
１
０
０
名（
参
加
費
無
料
・

事
前
申
込
必
要
）

申
込
締
切
　
12
月
28
日

（水）

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
共
に
生
き
る

江
藤
裕
子

☎
０
９
０

－

７
５
３
１

－
３
９
２
６

「
が
ん
を
よ
く
知
っ
て
が
ん
と

共
に
生
き
る
」教
育
セ
ミ
ナ
ー

第
３
弾『
が
ん
に
な
っ
て
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
・
聞
け
な
い
こ
と
教
え
て
』

日
程
　
１
月
15
日

（日）
、
２
月
11
日

（土）
、
３
月
11
日

（土）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分（
受
付

：

午
後
１
時
１５
分
）

場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
　
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
お
お
い
た

定
員
　
60
名（
先
着
順
・
事
前
申

込
不
要
・
受
講
料
無
料
）

問
　
大
分
大
学
医
学
部
看
護
学
科

☎
０
９
７

－

５
８
６

－

５
０
５
４

お
知
ら
せ

医
療
従
事
者
・
調
理
師
は

届
出
が
必
要
で
す
！

　
医
療
従
事
者
お
よ
び
調
理
師
は
、

２
年
ご
と
に
氏
名
や
住
所
な
ど
の

状
況
を
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
今
年
は
そ
の
届

出
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
届
出
義

務
者
は
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在

の
状
況
を
届
出
票
に
記
入
の
上
、

保
健
所
・
保
健
部
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
１
月
16
日

（月）

提
出
先
　
住
所
地
ま
た
は
就
業
地

を
管
轄
す
る
保
健
所
・
保
健
部

※
届
出
票
は
勤
務
先
、
関
係
団
体

に
配
布
予
定
で
す
。
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問医
療
従
事
者

：

県
東
部
保
健
所
　

健
康
安
全
企
画
課

☎
０
９
７
７

－

67

－

２
５
１
１

調
理
師

：

東
部
保
健
所
国
東
保
健

部
　
健
康
安
全
・
衛
生
課

☎
０
９
７
８

－

72

－

１
１
２
７

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

の
ご
案
内

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
お
子

さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

を
、
固
定
金
利（
年
１
・
８
１
％（
平

成
28
年
11
月
10
日
現
在
））
で
利
用

で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の

ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
下
記
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は

☎
０
３

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６

募
集

平
成
29
年
度

大
学
奨
学
生
募
集

出
願
資
格
　
保
護
者
等
が
大
分
県

内
に
住
所
を
有
し
、
大
学
及
び
短

期
大
学
に
在
学
ま
た
は
進
学
を
希

望
し
、
優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方

出
願
期
限
　
12
月
28
日

（水）

貸
与
期
間
　
平
成
29
年
４
月
か
ら

在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修

業
期
間

※
貸
与
月
額
・
募
集
人
員
等
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　（
公
財
）大
分
県
奨
学
会

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
６
２
０

平
成
29
年
度

「
大
分
県
立
竹
工
芸
訓
練

セ
ン
タ
ー
」入
校
生
募
集

募
集
期
限
　
１
月
31
日

（火）

入
校
試
験
　
２
月
13
日

（月）

授
業
料
　
無
料（
た
だ
し
、
入
校

時
に
教
科
書
等
の
実
費
必
要
）

科
目
　
竹
工
芸
科

〈広告〉 〈広告〉

予備校 進ゼミ京都 国東合宿所
〒873‐0503
国東市国東町鶴川685番地 TEL.0978‐72‐2004

医学部、歯学部を志望する生徒を、東京をはじめ全国より募集し、国東で
1年間合宿して鍛え、合格を目指します。

予備校に大学受験の塾を併設して、国東の大学受験生に東京大学、京都
大学、九州大学、大分大学等の国立大学合格の応援をします。

お問合せ

◉国東に予備校をつくるねらい　その２　その２

◉国東に予備校をつくるねらい　その1　その1

大学受験の
予備校・塾

● 国東市役所　　　☎（0978）72-1111（代）
● 国見総合支所　　☎（0978）82-1111（代）
● 武蔵総合支所　　☎（0978）68-1111（代）
● 安岐総合支所　　☎（0978）67-1111（代）
● 国東市消防本部　☎（0978）72-1101
● 国東市民病院　　☎（0978）67-1211（代）
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定
員
　
12
人

期
間
　
２
年

対
象
者
　
高
等
学
校
を
卒
業（
見

込
者
を
含
む
。）
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方
で
平
成
29
年
４
月
１
日

時
点
で
39
歳
以
下
の
方

問大
分
県
立
竹
工
芸
訓
練
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
７

－

23

－

３
６
０
９

大
分
県
立
聾
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集

受
付
期
間

２
月
１
日

（水）
～
14
日

（火）

※
募
集
対
象
者
や
手
続
き
等
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
大
分
県
立
聾
学
校

☎
０
９
７

－

５
４
３

－

２
０
４
７

放
送
大
学
　
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

１
月
14

日
（土）
・
２
月
５
日

（日）
・
19
日

（日）
・

３
月
12
日

（日）
※
個
別
相
談
も
随
時

受
付
中

出
願
期
限
　
３
月
20
日

（月）

資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７

－

５
４
９

－

６
６
１
２

試
験
・
講
習

大
分
県
公
立
学
校

臨
時
事
務
員
及
び

非
常
勤
職
員
採
用
候
補
者

名
簿
登
録
試
験

出
願
期
限
　
１
月
４
日

（水）

試
験
日
　
１
月
28
日

（土）

問
　
大
分
県
教
育
庁
教
育
人
事
課

☎
０
９
７

－

５
０
６

－

５
５
１
６

市
民
後
見
人
養
成
講
座

日
程
　
１
月
28
日

（土）
・
29
日

（日）
・

２
月
１８
日

（土）
・
１９
日

（日）
計
４
日
間

時
間

各
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所

大
分
市
稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
２
、５
０
０
円

定
員
　
30
名（
先
着
順
）

申
・
問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
市
民
後

見
さ
さ
え
あ
い

☎
・
Fax
　
０
９
７

－

５
４
３

－

５
３
０
０

相
談

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
い
じ
め
・

嫌
が
ら
せ

年
末
集
中
労
働
相
談
会

日
時
　
12
月
18
日

（日）
午
前
10
時
～

午
後
８
時
、
12
月
19
日

（月）
・
20
日

（火）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
所
　
大
分
県
庁
本
館
７
Ｆ
　
雇

用
労
働
政
策
課
内

電
話
相
談

固
定
電
話
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

６
０
１

－

５
４
０

携
帯
・
公
衆
電
話
か
ら
は
、

☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
０
４
０

問
　
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ

ン
タ
ー

☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
０
４
０

U
I
J
タ
ー
ン
希
望
者
・

新
規
大
卒
者

合
同
企
業
面
接
会

日
時
　
12
月
29
日

（木）
午
前
11
時
～

午
後
２
時

※
個
別
相
談
会
は
午
前
10
時
～
午

後
２
時

受
付
開
始

：

共
に
午
前
10
時
～

（
予
約
不
要
・
参
加
無
料
）

場
所
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大

分
　
２
階
二
豊
の
間

対
象
者
　
U
I
J
タ
ー
ン
希
望
者

（
大
分
県
外
在
住
者
）、
平
成
29
年

３
月
卒
業
予
定
の
大
学（
院
）
生
・

短
大
生
・
高
専
生
・
専
門
学
校
生
、

既
卒
３
年
以
内
の
方

参
加
企
業
数
　
60
社

問
　（
公
財
）大
分
県
総
合
雇
用
推

進
協
会

☎
０
９
７

－

５
３
２

－

８
４
８
６

求
人
情
報

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

従
業
員
を
募
集
中
で
す

◆
安
岐
の
郷（
管
理
栄
養
士
、
介
護

職
、
看
護
師【
正
、
准
】、
調
理
員
）

◆
国
東
市
役
所（
図
書
館
司
書
）
◆

メ
ー
プ
ル
尽
ク
リ
ニ
ッ
ク（
臨
床
工

学
技
士
、
看
護
師【
正
、
准
】）
◆
く

に
さ
き
エ
コ
シ
ス
テ
ム（
ご
み
収
集
助

手
・
し
尿
汲
取
り
助
手
）
◆
国
東
中

央
ク
リ
ニ
ッ
ク（
看
護
師【
准
】）
◆

エ
ー
エ
ス
オ
ー（
航
空
機
地
上
支
援
専

門
職
）
◆
徳
丸
綜
合
建
設（
土
木
技

士
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
運
転
手
、
一
般
作

業
員
、
倉
庫
の
片
づ
け
清
掃
）
◆
Ｊ

Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
九
州（
旅
客
サ
ー
ビ
ス

業
務
）
◆
豊
洋
精
工（
検
査
工
）
◆

大
分
県
農
業
協
同
組
合（
配
送
セ
ン

タ
ー
業
務
）
◆
Ｔ
Ｍ
Ｓ（
半
導
体
精

密
部
分
等
の
検
査
業
務
）
◆
大
分
キ

ヤ
ノ
ン（
健
康
管
理
ス
タ
ッ
フ
）
◆
菖

蒲（
清
掃
員
）
◆
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー（
運
行
管
理
・
営
業
業
務

員
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
、
バ
ス

運
転
手
）
◆
堀
田
医
院（
理
学
療
法

士
）
◆
末
綱
ク
リ
ニ
ッ
ク（
看
護
師

【
正
、
准
】）
◆
メ
デ
ィ
ケ
ア
亀
寿
苑

（
介
護
職
員
）
◆
テ
ラ
フ
ー
ズ（
菓
子

製
造
員
、
出
荷
担
当
者
、
営
業
社
員
）

◆
杵
築
国
東
合
同
タ
ク
シ
ー（
タ
ク

シ
ー
運
転
手
）
◆
ホ
ウ
エ
ン（
施
設
ス

タ
ッ
フ
）
◆
ア
イ
リ
ス
ソ
ー
コ
ー（
製

造
ス
タ
ッ
フ
）
◆
ケ
ー
ア
ン
ド
ケ
ー

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
技
術
者
、

製
品
検
査
・
組
立
作
業
）
◆
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス（
事
業
部
リ
ー

ダ
ー
）◆
サ
ン
ク
ロ
ー
バ（
肌
着
製
造
）

◆
国
見
病
院（
医
療
事
務
）
◆
黒
津

崎
環
境（
清
掃
作
業
員
）
◆
あ
さ
ひ

ク
リ
ニ
ッ
ク（
医
療
事
務
）
◆
ウ
ー
マ

ン
メ
イ
ク（
農
業
作
業
員
）

　
以
上
の
求
人
は
11
月
21
日
現
在

の
国
東
市
関
係
の
一
部
で
す
。

問
合
先

別
府
公
共
職
業
安
定
所
　

国
東
地
域
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

国
東
町
鶴
川
１
３
３
４

☎
０
９
７
８

－

72

－

０
９
５
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
求
人
情
報

を
検
索
で
き
ま
す

h
ttp

://w
w

w
.h

e
llo

w
o
r
k
.

g
o
.jp

普通救命定期講習会普通救命定期講習会
国東市消防本部では普通救命講習を開催します。個人またはグループで参加しませんか

問合先　国東市消防本部　救急係　☎0978-72-1101（代表）／☎0978-72-1177（警防課直通）

11月号のＰ6「秋季全国火災予防運動」のページで、平成28年1月から9月30日までの出動件数の内訳がすべて火災出勤と
掲載されていましたが、正しくは火災出動が12件、救急出動が1118件、救助出動が12件です。
お詫びして訂正いたします。

お
詫
び

日　時　1月22日（日）午前9時～正午までの3時間
会　場　国東市消防本部　2階多目的ホール
内　容　普通救命講習（心肺蘇生・AEDなど）

募集人員　5～10名程度
応募締切　1月16日（月）

AED



 

お誕生おめでとう！（敬称略）
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12・1月の休日在宅当番医 12・1月の休日歯科当番医

月日 病院名 所在地 電話番号

12月11日
堀田医院 国見町伊美 82-0490
あさひクリニック 国東町綱井 72-0365

12月18日
はるかぜ醫院 国見町大熊毛 89-9414
むさし整形外科医院 武蔵町古市 69-0171

12月23日
富来 K.クリニック 国東町富来浦 73-3010
松原医院 武蔵町古市 68-0010

12月25日
末綱クリニック 国東町田深 72-0433
牛嶋内科胃腸科クリニック 武蔵町古市 69-0889

1月1日
国東中央クリニック 国東町北江 73-2200
たてわき眼科 武蔵町糸原 69-0111

1月2日
ふくだクリニック 国東町田深 72-0168
あさひクリニック 国東町綱井 72-0365

1月3日
松木医院 国東町岩屋 72-0345
むさし整形外科医院 武蔵町古市 69-0171

月日 医院名 所在地 電話番号
12月11日 栗林歯科医院 国東町鶴川 72-0038
12月18日 岐部歯科医院 国見町伊美 82-0078
12月23日 わかば歯科 国東町鶴川 72-2959
12月25日 アキモト歯科医院 安岐町西本 67-2677
12月29日 ざいぜん歯科 国東町小原 72-1042
12月30日 福永歯科医院 国東町鶴川 72-2838
12月31日 川野歯科医院 武蔵町古市 68-1574
１月１日 さいとう歯科医院 安岐町塩屋 67-2980
１月２日 ふじがき歯科医院 国見町伊美 82-1011
１月３日 矢野歯科医院 安岐町瀬戸田 67-0499

午前8時30分〜午後5時 午前9時〜正午

※休日当番医は変更になることがありますので、電話
でご確認のうえ受診してください。

　国東市民病院（安岐町下原 ☎ 67-1211）・ 
　あおぞら病院（国東町小原 ☎ 72-0455）は
　救急指定病院です。

 10月
 20日 安岐町下原 末次　德憲 （87）
 22日 安岐町中園 德部　晋一 （76）
 23日 国東町深江 猪上ミツヨ （90）
 25日 国東町鶴川 德地　　剛 （66）
  武蔵町古市 福壽　　巖 （76）
 27日 武蔵町糸原 帶刀　元敏 （75）
  安岐町塩屋 津山　ヱミ （94）
 30日 国見町岐部 森 スマ子 （93）
  武蔵町内田 梅本ミネコ （92）
  安岐町明治 諸冨　トシ （95）
 11月 

 1日 武蔵町手野 岡部　　縁 （88）
 2日 国東町東堅来 佐藤　義信 （78）
 3日 国見町中 田中ヱミ子 （85）
  国東町富来 黑石　實男 （85）
  国東町横手 佐藤喜美子 （87）
 5日 国見町西方寺 小野　　聰 （69）
  安岐町明治 江口ヲソデ （96）

  6日 国東町綱井 橋本　敦子 （90）
  安岐町両子 田上　 美 （85）
  安岐町塩屋 久保　チズ （89）
 7日 武蔵町糸原 稙田トシ子 （75）
 9日 国見町櫛来 佐藤スミ子 （96）
  安岐町富清 水元ミチヱ （85）
  安岐町明治 土谷ハツネ （91）
 10日 国見町大熊毛 箕迫　　啓 （93）
  国東町横手 池田　文皚 （91）
  武蔵町古市 松本田鶴子 （83）
 11日 国東町来浦 有松ミツ子 （92）
  国東町岩屋 岡田カヲル （79）
  安岐町糸永 藤原　一臣 （73）
 12日 国東町原 西田　雪子 （91）
  武蔵町糸原 松崎　利和 （68）
  安岐町塩屋 藤原　永一 （94）
 13日 国東町見地 塚本　賢治 （87）
  国東町田深 留　源兵 （82）
 16日 国東町重藤 岸本　年美 （88）
 17日 国見町岐部 黒川　深水 （79）10 月 22 日～11月18 日までの届出分

お悔やみ申し上げます。（敬称略）

	22日	国東町小原	 津　野　裕
ゆ う り

里	（裕之・麻里亜）

	 	安岐町富清	 宮　川　蒼
そ う ま

真	（隆義・絵美）

	26日	国東町鶴川	 前　田　　　輝
ひかる

	（明・はるか）

 11月

	 1日	武蔵町古市	 松　本　愛
え

奈
な

	（昌平・奈月）

（　）内は保護者の名前／10月22日～11月18日までの届出分

 10月

	15日	国東町北江	 池　田　琴
こ と み

実	（健一・律子）

	17日	国東町浜	 和　田　妃
ひ ま り

莉	（圭介・薫）

	20日	国東町田深	 岩　尾　莉
り づ き

希	（英敏・かおり）

	21日	安岐町下原	 本　間　隆
りゅうせい

晟	（拓真・貴子）



ひとのうごき（10月31現在） 主な異動理由

【問合先】　税務課　☎0978－72－5156

人　口
男
女
世帯数

29,404
14,034
15,370
13,245

人
人
人
世帯

（－40）
（－23）
（－17）
（－2）

転入
転出
出生
死亡

40
51
18
47

（　）内は前月比

還付金詐欺にご注意ください！
国東市ではＡＴＭで税金などを還付することはありません。

12月の納税
固定資産税（3期）・国民健康保険税（6期）

介護保険料（7期）・後期高齢者医療保険料（6期）
納期限　12月26日（月）

平成29年度公民館講座の開設について
　国見生涯学習センター・各中央公民館では自分たちで学びたい、
自分の特技を活かしてみたいという方が自主的に企画、運営する講
座を開設します。
　講座を開設したい方は、開催したい町の中央公民館等までお問い
合わせください。

国見生涯学習センター ☎0978-82-1115
国東中央公民館 ☎0978-72-2121
武蔵中央公民館 ☎0978-68-0094
安岐中央公民館 ☎0978-67-0155

申込・
問合先

講師資格 18歳以上

申込期限 平成29年1月31日（火）

営利目的なものでなければ自由テーマ

講師と各中央公民館等の話し合いで設定します日　時

月１回以上実施（平成29年5月～平成30年2月）回　数

各中央公民館等場　所 １年間（１年更新）期　間
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住宅名 戸
数 部屋番号 間取り 家賃（円）

国見 八 坂 団 地 1 2B-1-4 号 4DK 14,300 ～

国
東
町

浜 団 地 1 3 号 4K 16,400 ～

小 原 団 地 1 5-7 号 3LDK 21,100 ～

重 藤 団 地 1 5-6 号 4K 18,200 ～

武
蔵
町

池見台団地 1 12 号 3LDK 20,500 ～

武 蔵
グリーンヒル

2
71-1号

3LDK
20,600 ～

83-1号 22,800 ～

安
岐
町

川 原 住 宅 3

321 号

3DK
21,100 ～

322 号

521 号 21,400 ～

楓 江 住 宅 2
6-3 号

4K 17,300 ～
7-3 号

■入居者資格
①現に同居し、または同居しようとする親族があること
　ただし、国見地域に所在する市営賃貸住宅及び特定

公共賃貸住宅のうち武蔵グリーンヒル 4 棟について
は、単身者でも入居可。また、市営賃貸住宅に限り、
高齢者・障がい者等であれば単身入居が可能です

②現に住宅に困窮していることが明らかであること
③県民税または市町村民税、公営住宅使用料等を滞

納していないこと
④条例で定める基準の収入であること　
⑤入居者及び同居者が暴力団員ではないこと　
⑥市営賃貸住宅の家賃は、世帯合計所得等により決定

されます
　⑦入居時は、敷金の納付が必要です
　※見学をする際は、事前の予約が必要です

■申込手続
　入居希望者は、印鑑、住民票、所得証明書、市税
等完納証明書などの必要書類をご用意のうえ、
12月15日（木）までにお申し込みください
※ 個人番号の記載によって公簿等で内容が確認できる場

合は、添付書類を一部省略できます

■入居可能日
　平成29年1月1日〜 ※随時募集は除きます

■抽選会・説明会
　入居資格のある申込者が複数あり、住宅困窮度が定
めがたい場合は、抽選とします

　12月16日（金）午後１時30分
　国東市役所　2 階　203 会議室

国東市営(公営)住宅の入居者を募集します 

「申込・問合先」
国東市役所建設課住宅係 ☎ 0978-72-5179
国見総合支所地域産業建設課 ☎ 0978-82-1114
武蔵総合支所地域産業建設課 ☎ 0978-68-1113
安岐総合支所地域産業建設課 ☎ 0978-67-1116

1.市営賃貸住宅（敷金 3月分）

住宅名 戸
数 部屋番号 間取り 家賃（円）

国見 夢 開 団 地 1 E 棟 3LDK 45,000

武
蔵
町

武 蔵
グリーンヒル 2

2-1 号
3LDK 46,000

2-6 号

武 蔵
グリーンヒル4棟 2

1 号
1LDK 35,000

5 号

向陽台団地 2
B 棟

3LDK 53,000
G 棟

安
岐
町

日 向 住 宅 2
5-1 号

3LDK 44,000
7-10 号

向陽台住宅 2
A2-1 号

3LDK 49,000
B1-2 号

2.特定公共賃貸住宅（中堅所得者向け住宅、敷金1月分）

住宅名 間取り 家賃（円） 備考

サンコーポラス富来 3DK
1～3階 35,000

所得制限なし
4～5階 30,000

県営国見
2A-1-301号

3DK 21,700～ −
2A-1-303号

県営吉木 1B-3-15 号 4K 16,800～ −

県営月山 TR-4-202号 3DK 22,200～
−

県営小川 2B-3-17号 4K 16,800～

随時募集（申込時に入居可能日をお知らせします）
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【問合先】国東市活力創生課　☎0978－72－5175

　橋本さんは、いずれ農業をしたいと考えていたと
ころ、地域おこし協力隊をしている知人と会って制
度に興味を持ち、今年の11月から地域おこし協力隊
として働くことになりました。
　現在は、空き家バンクを中心に、移住に関連した仕
事をしています。
　橋本さんは、「今は、移住を考えている人が一人で
も多く国東市に住んでほしいと思って仕事をしてい
ます。いずれは、国東市に移住して来た人達などと一
緒に農業をして、耕
作放棄地を少しで
も減らしていきた
いと考えていま
す。」と抱負を語っ
てくれました。

橋本　浩太郎さん
はしもと こうたろう

国東市活力創生課 地域おこし協力隊（地域支援担当）
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後記

　少子高齢化が進んでいる国東市は、10年後間違いなく今よりも高齢化が進んでいると思われます。そのような
中、上国崎地区と竹田津地区の皆さんが始めた国東市地域支え合い活動推進事業が、市内全体に広がり、いつま
でも国東市が住みやすい「まち」であって欲しいと思い特集にしました。(福田)

江本 千莉ちゃん

国見町伊美

えもと せんり

（5か月）　母：八千代さん

私の達者な秘訣達者な秘訣8 8達者な秘訣

　4人兄妹の末っ子でよく
おしゃべりする「せんりちゃ
ん」は、お兄ちゃんとお姉
ちゃんが大好き。
　いつも愛嬌があって、心
の温かい人になってね。（母）

　4人兄妹の末っ子でよく
おしゃべりする「せんりちゃ
ん」は、お兄ちゃんとお姉
ちゃんが大好き。
　いつも愛嬌があって、心
の温かい人になってね。（母）

　娘の勧めで始めた写
経を、20年間毎朝欠かさ
ず続けています。私は、
「写経で心を静めて、1日
を穏やかな気持ちで過
ごすこと」を心がけてい
ます。これからも、体の
続く限り写経を続けて
いきます。

　娘の勧めで始めた写
経を、20年間毎朝欠かさ
ず続けています。私は、
「写経で心を静めて、1日
を穏やかな気持ちで過
ごすこと」を心がけてい
ます。これからも、体の
続く限り写経を続けて
いきます。

上園  すみさん（93歳）
国見町小熊毛

上園  すみさん（93歳）
国見町小熊毛


